
公
開
講
演
会

日
常
学
・
現
在
史
・
民
俗
学

―
―
柳
田
國
男
『
世
相
篇
』
を
ど
う
読
む
か
―
―

岩

本

通

弥
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は
じ
め
に

本
稿
は
二
〇
二
四
年
六
月
一
五
日
に
行
っ
た
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
二
〇
二
四
年
度
公
開
講
演
「「
日
常
学
と
し
て
の
民
俗
学
」

の
提
唱
―
―
柳
田
國
男
『
世
相
篇
』
を
ど
う
読
む
か
」
に
基
づ
い
て
、
当
日
の
口
頭
発
表
に
沿
い
な
が
ら
も
、
重
点
を
置
く
こ
と
に

な
っ
た
副
題
を
中
心
に
、
こ
れ
を
論
稿
化
し
た
も
の
で
あ
る
。「
日
常
学
と
し
て
の
民
俗
学
」
は
、
近
年
、
筆
者
が
す
で
に
い
く
度

も
提
唱
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
講
演
で
は
そ
れ
ら
を
前
提
と
し
て
自
己
紹
介
的
に
用
い
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
時
間
の

多
く
を
こ
れ
に
割
い
た
が
、
文
章
で
あ
る
な
ら
注
で
そ
れ
ら
に
言
及
で
き
る
の
で
、
あ
る
い
は
口
頭
発
表
と
本
稿
は
だ
い
ぶ
印
象
を

異
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
と
と
も
に
、
本
稿
は
こ
の
冒
頭
で
、
読
者
理
解
の
便
宜
の
た
め
、

全
体
的
な
概
要
を
前
も
っ
て
示
し
て
お
く
が
、
事
前
に
示
し
て
お
い
た
「
要
旨
」
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
三
一
年
刊
行
の
『
明
治
大
正
史
世
相
篇
』（
以
下
、『
世
相
篇
』）
は
、
社
会
学
な
ど
で
は
高
い
評
価
を
受
け
る
一
方
、
民
俗
学

内
部
で
は
近
年
ま
で
否
定
的
な
見
解
が
支
配
的

㋐
と
い
う
奇
妙
な
ね
じ
れ
が
存
在
し
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
評
価
さ
れ
な
か
っ

た
要
因
と
し
て
、
自
序
に
柳
田
が
「
フ
オ
ク
ロ
ア
と
し
て
は
失
敗
」
と
記
し
た
こ
と

㋑
や
、
内
容
的
に
個
別
の
い
わ
ゆ
る
民
俗
（folk-

lore

）
を
あ
ま
り
扱
っ
て
お
ら
ず
、
の
ち
の
民
俗
学
者
の
研
究
ス
タ
イ
ル
と
異
な
っ
て
い
た
こ
と

㋒
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

当
時
の
柳
田
は
フ
オ
ク
ロ
ア
と
民
俗
学
を
使
い
分
け

㋓
て
お
り
、
世
相
篇
は
当
時
の
彼
が
志
向
し
て
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
ス
ノ
ロ

ジ
ー

㋔
と
呼
べ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
（
㋐
～
㋔
は
論
点
と
し
て
、
第
二
章
で
詳
論
す
る
）。

紙
幅
の
関
係
上
、
そ
こ
で
は
導
入
部
分
し
か
示
せ
な
か
っ
た
が
、
本
稿
後
半
で
は
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、『
世
相
篇
』
の
論
述

構
成
か
ら
、
当
時
流
行
し
は
じ
め
た
「
親
子
心
中
」
と
い
う
社
会
現
象
（
社
会
問
題
）
の
捉
え
方
を
通
し
、
特
に
第
八
章
「
恋
愛
技

術
の
消
長
」
に
お
い
て
、「
心
中
文
学
の
起
り
」
が
な
ぜ
挿
入
さ
れ
た
の
か
を
手
掛
か
り
に
、
柳
田
が
「
民
俗
学
」
と
し
て
目
指
し

て
い
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
方
法
論
は
ど
う
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
か
を
、
改
め
て
問
い
掛
け
る
。
従
来
、
民
俗
学
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に
お
い
て
は
、
全
く
の
別
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
『
世
相
篇
』
と
、
そ
の
三
、
四
年
後
に
公
刊
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
概
論
書
の
『
民

間
伝
承
論
』『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』
が
深
く
連
動
し
て
い
た
こ
と
を
主
張
す
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
再
考
す
る
の
は
、
柳
田
の
人
間
お
よ
び
社
会
の
捉
え
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。
い
わ
ば
学
問
的
な
人
間
観
・

社
会
観
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
が
駆
使
し
た
「
伝
承
」
や
「
伝
播
」
と
い
っ
た
概
念
や
、
そ
の
捉
え
方
は
時
間
的
空
間
的
な

文
化
の
移
転
性
を
内
在
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
人
間
と
い
う
存
在
は
、
根
本
的
に
他
者
が
造
り
あ
げ
た
も
の
を
、
自
ら
摂
り
込
み
な

が
ら
生
き
て
い
る
と
い
う
前
提
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
文
化
の
外
部
性
の
議
論
と
も
人
間
主
体（

1
）の

外
部
性
の
議

論
と
も
換
言
で
き
る
が
、
筆
者
は
主
体
を
強
調
す
る
他
の
人
文
・
社
会
科
学
に
対
し
て
、
そ
こ
が
民
俗
学
の
唯
一
無
二
の
特
性
部
分

だ
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
問
題
（
主
体
性
＝
自
由
意
志
の
ア
ポ
リ
ア
）
は
、
柳
田
が
後
年
ま
で
注
視
し
て
い
た
意
識
／
無
意
識
の
関
係
性
を
再

認
識
さ
せ
て
く
れ
る
が
、
そ
の
外
部
性
的
な
文
化
の
捉
え
方
は
、
最
近
の
脳
科
学
（
認
知
科
学
）
の
進
展
や
、
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
に
応

用
さ
れ
て
い
る
、
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（N

ew
ral N

etw
ork

・
神
経
回
路
網
）
と
い
う
情
報
処
理
理
論
に
接
続
す
る
も
の
で

は
な
い
か
。
こ
れ
を
受
動
的
主
体
性
仮
説
と
し
て
提
起
す
る
。

一
、
民
俗
学
の
多
面
性
と
『
世
相
篇
』

一
―
一
、
民
俗
学
の
多
面
性
①
―
―
主
に
柳
田
の
言
説
か
ら

『
世
相
篇
』
お
よ
び
筆
者
の
立
場
を
鮮
明
化
す
る
た
め
に
、
筆
者
が
考
え
て
き
た
民
俗
学
の
外
延
的
な
特
性
と
特
徴
に
つ
い
て
、
ま

ず
は
論
じ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
先
学
ら
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
民
俗
学
の
定
義
は
、
実
に
多
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
う
ち
、

こ
れ
が
民
俗
学
だ
と
一
義
的
に
定
義
し
て
し
ま
う
と
、
漏
れ
落
ち
て
し
ま
う
部
分
も
多
く
、
筆
者
は
民
俗
学
の
一
つ
の
特
徴
は
、
要

素
・
性
質
・
側
面
の
多
面
性（

2
）に

あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
以
下
、
箇
条
書
き
的
に
整
理
し
て
み
れ
ば
、
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ⓐ「
平
民
の
過
去
を
知
る
こ
と
」

ⓑ「
史
外
史
」

Ⓒ
日
常
の
自
明
性
へ
の
懐
疑
（「
生
活
疑
問
」「
自
己
省
察
」）

ⓓ
生
活
の
全
体
性
と
網
羅
性
と
そ
の
把
捉

ⓔ
普
通
の
人
び
と
の
知
識
（「
生
活
知
識
」）

ⓕ
取
る
に
足
ら
な
い
日
常
些
事
へ
の
注
目

ⓖ「
実
験
の
史
学
」

ⓗ「
世
相
を
解
説
す
る
史
学
」

ⓘ「
公
民
の
民
俗
学
」
あ
る
い
は
「
公
共
民
俗
学
」
と
し
て
の
側
面

Ⓙ
文
化
移
転
の
科
学

ⓚ
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
（
語
り
）
を
重
視
す
る
方
法
的
特
性

ⓛ「
小
集
団
に
お
け
る
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

ⓜ
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
と
し
て
の
学
的
性
質

ⓝScience of Survivals

的
な
捉
え
方
（
あ
る
い
は
世
代
的
「
伝
承
」）

ⓞ
民
俗
（
民
間
伝
承
）
を
媒
介
に
し
た
歴
史
的
変
遷
論

こ
の
う
ち
、
ⓐ
か
ら
ⓗ
の
八
項
目
は
、
柳
田
が
も
っ
ぱ
ら
用
い
た
、
民
俗
学
あ
る
い
は
自
身
の
研
究
（
郷
土
研
究
、
民
間
伝
承
論
）

の
定
義
お
よ
び
言
い
換
え
で
あ
る
が
、
互
い
に
同
義
の
語
は
見
当
た
ら
ず
、
微
妙
に
内
実
を
異
に
し
て
い
る
。
民
俗
学
と
は
、
こ
の

よ
う
な
多
面
性
が
不
可
分
に
結
び
あ
っ
た
複
合
体
だ
と
考
え
る
が
、
以
下
、
簡
単
に
出
典
の
明
示
と
補
足
を
施
し
て
お
こ
う
。

第
一
に
あ
げ
た
ⓐ「
平
民
の
過
去
を
知
る
こ
と
」
と
は
、『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』
の
「
郷
土
研
究
の
第
一
義
は
，
手
短
か
に
言
ふ

な
ら
ば
平
民
の
過
去
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
…
平
民
の
今
ま
で
通
つ
て
来
た
路
を
知
る
と
い
ふ
こ
と
は
，
我
々
平
民
か
ら
言
へ
ば
自
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ら
知
る
こ
と
で
あ
り
，
即
ち
反
省
で
あ
る
」（
⑧
二
〇
二
、
以
下
、『
柳
田
國
男
全
集
』
か
ら
の
引
用
は
、
巻
数
と
ペ
ー
ジ
数
を
、
○
数
字
で

表
記
す
る
）
に
依
っ
て
い
る
。
ⓑ
の
「
史
外
史
」
は
、『
民
間
伝
承
論
』
で
「
史
官
の
選
択
し
た
」「
歴
史
で
満
足
は
出
来
」
ず
、「
今

ま
で
閉
却
さ
れ
て
居
た
常
民
大
衆
の
歴
史
」
に
、「
我
々
が
知
り
た
い
歴
史
、
即
ち
自
分
の
謂
ふ
史
外
史
が
存
す
る
の
で
あ
る
」（
⑧

五
一
～
二
）
と
述
べ
、
歴
史
か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
「
普
通
の
人
び
と
」
の
歴
史
を
掬
い
上
げ
る
こ
と
を
唱
え
た
。「
平
凡
人
の
平
凡

生
活
」
と
い
う
言
い
方
も
し
て
い
る
（
㉕
三
〇
六
）。

ⓐ
の
文
章
中
に
は
、
自
ら
知
る
こ
と
（
反
省
）
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
Ⓒ
の
「
事
象
そ
の
も
の
を
現
象
と
し
て
、
あ
り
の

ま
ま
に
凝
視
し
、『
わ
か
つ
て
居
る
』、『
当
り
前
だ
』
と
い
は
れ
て
居
る
そ
の
奥
の
真
理
を
洞
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
常
民
の
自
ら

知
ら
な
か
つ
た
こ
と
、
今
も
尚
知
ら
な
い
こ
と
に
心
づ
く
こ
と
が
、
我
々
の
学
問
」（
⑧
六
八
）
だ
と
説
く
よ
う
な
「
日
常
」
の
自
明

性
へ
の
懐
疑
と
呼
応
し
て
い
る
。
現
象
学
的
な
理
解
で
あ
り
、「
生
活
疑
問
」（
㉛
三
一
八
）
と
い
う
用
語
と
も
連
関
す
る
が
、「
問
題

は
た
ゞ
一
に
自
己
の
疑
ひ
に
発
す
る
か
」（「
実
験
の
史
学
」
一
九
三
五
年
㉒
四
二
〇
）
否
か
だ
と
し
た
よ
う
に
、「
我
々
の
採
集
は
兼
ね

て
ま
た
、
郷
土
人
の
自
己
内
部
の
省
察
で
も
あ
つ
た
」（「
郷
土
生
活
の
研
究
法
」
④
二
一
七
）
と
し
、「
自
己
省
察
」（「
青
年
と
学
問
」

㉕
一
一
八
）
の
学
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

次
の
ⓓ
生
活
の
全
体
性
と
網
羅
性
の
把
捉
と
は
、『
食
物
と
心
臓
』
で
「
昔
の
人
の
生
活
は
た
ゞ
一
団
の
問
題
で
，
今
日
の
や
う

に
信
仰
は
信
仰
，
経
済
は
経
済
，
家
庭
は
家
庭
と
い
ふ
や
う
に
，
別
々
の
引
出
し
に
は
入
れ
て
置
か
な
か
つ
た
」（
⑩
三
七
三
）
と
し

た
り
、「
資
料
は
孤
立
し
た
も
の
で
は
な
く
，
一
つ
の
生
体
の
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
相
互
に
か
み
あ
ひ
，
関
連
し
あ
つ
て
ゐ
る
」

（『
柳
田
国
男
談
話
稿
』一
九
八
七
年
、
㉞
八
二
三
）
と
論
じ
る
よ
う
に
、
生
活
の
有
機
的
連
関
性
を
訴
え
て
い
る
。
生
活
資
料
（
民
俗
資

料
）
の
三
部
分
類
（
生
活
外
形
／
生
活
解
説
／
生
活
意
識
）
も
、
そ
の
ト
ー
タ
リ
テ
ィ
ー
と
網
羅
性
を
前
提
に
し
て
い
る
が
、『
民
俗
調

査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
上
野
ほ
か
編
一
九
七
四
）
を
は
じ
め
菊
地
暁
『
民
俗
学
入
門
』（
二
〇
二
一
）
な
ど
も
そ
れ
ら
を
軸
に
構
成
さ
れ

て
い
る
。
中
国
や
韓
国
で
は
、
こ
のholistic integrity

を
「
整
体
性
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
を
逆
転
さ
せ
、
生
活
の
全
体
性

を
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
捉
え
る
視
角
を
、
柳
田
は
の
ち
に
「
綜
観
」（
㉞
八
三
五
）
と
名
付
け
て
い
る（

3
）。
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ⓔ
の
普
通
の
人
び
と
の
知
識
と
は
、
民
俗
学
と
い
う
よ
り
も
対
象
の
フ
ォ
ク
ロ
ア
の
定
義
と
い
う
べ
き
だ
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
あ
の

人
に
会
い
た
いN

o. 141 

柳
田
国
男
」
で
は
「
う
ず
も
れ
て
し
ま
っ
て
一
生
終
わ
る
で
あ
ろ
う
、
犯
罪
も
し
な
け
れ
ば
い
い
こ
と
も

し
な
い
で
い
る
っ
て
（
い
う
よ
う
）
な
人
、
そ
れ
に
関
す
る
知
識
を
残
そ
う
と
し
た
の
が
フ
ォ
ク
ロ
ア
と
い
う
言
葉
」
だ
と
述
べ
て

い
る
（N

H
K

 online

）。
こ
の
規
定
と
全
く
同
一
す
る
文
章
は
、
タ
イ
ト
ル
に
「
常
民
の
生
活
知
識
」（
㉞
二
五
六
）
と
記
さ
れ
た
論

考
の
題
名
以
外
、
実
見
で
き
て
い
な
い
。
た
だ
、
英
国
民
俗
学
あ
る
い
は
「
西
洋
の
社
会
差
の
乏
し
い
国
々
」
の
民
俗
学
で
は
、「
資

料
は
無
識
者
即
ち
文
字
を
教
へ
ら
れ
ぬ
者
の
間
に
の
み
在
り
と
考
へ
」（
㉒
四
二
〇
～
一
）
た
と
論
じ（

4
）、「『

フ
ォ
ク
ロ
ア
』
は
直
訳
す

れ
ば
常
民
生
活
知
識
、
ご
く
普
通
の
凡
人
大
衆
の
間
に
し
か
今
で
は
も
う
伝
は
つ
て
ゐ
な
い
古
風
な
考
へ
方
と
い
ふ
意
味
」（
㉟
二
〇
六
～

七
）
と
も
述
べ
て
い
る
の
で
、
資
料
的
な
対
象
を
指
し
て
い
よ
う
。

ⓕ
の
「
取
る
に
足
ら
な
い
日
常
些
事
に
注
目
」
と
は
、
ド
イ
ツ
の
ヘ
ル
マ
ン
・
バ
ウ
ジ
ン
ガ
ー
か
ら
引
用
し
た
が
（Bausinger 

1984

：103

）、
柳
田
も
『
青
年
と
学
問
』「
郷
土
史
と
い
ふ
こ
と
」
で
「
如
何
な
る
小
さ
い
、
俗
に
つ
ま
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
で
も
馬
鹿

に
せ
ず
」（
④
一
四
六
）
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
用
い
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
オ
ル
ヴ
ァ
ル
・
レ
フ
グ
レ
ン
も
、
民
俗
学
を
「T

he 

D
iscipline of the T

rivial

」（Löfgren 2008
：128

）
と
表
現
し
て
い
る
。

次
の
ⓖ
「
実
験
の
史
学
」
は
、
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
の
実
験
小
説
論
か
ら
応
し
た
名
辞
で
あ
る
。
初
出
の
柳

田
編
『
日
本
民
俗
学
研
究
』（
一
九
三
五
年
）
で
は
「
採
集
期
と
採
集
技
能
」
と
題
さ
れ
て
い
た
が
、『
定
本
柳
田
國
男
集
』
で
は
「
朱

書
入
れ
改
題
」
が
採
用
さ
れ
た
。「
実
験
の
史
学
」
の
語
は
初
出
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
が
（
㉒
四
一
六
）、「
実
験
と
い
ふ
の
は
、
素

養
あ
る
者
の
、
計
画
あ
り
予
測
あ
る
観
察
の
こ
と
」（
㉒
四
二
二
）
と
す
る
文
言
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
ゾ
ラ
に
準
じ
て
い
る
ほ
か
、

こ
の
論
考
に
は
「
あ
ら
ゆ
る
社
会
現
象
は
原
因
な
く
し
て
起
ら
な
い
」（
㉒
四
一
六
）
を
は
じ
め
、「
我
々
の
疑
問
は
国
に
属
し
、
又

現
代
に
属
す
る
」（
㉒
四
一
五
）
と
か
「
自
ら
問
い
自
ら
答
へ
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
㉒
四
二
三
）
な
ど
、
重
要
な
語
句
が

連
ね
ら
れ
て
い
る
。
ⓗ
の
「
世
相
を
解
説
す
る
史
学
」
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
。



7　日常学・現在史・民俗学

一
―
二
、
民
俗
学
の
多
面
性
②
―
―
柳
田
以
外
の
言
説
か
ら

次
に
柳
田
の
著
作
以
外
か
ら
、
民
俗
学
の
多
面
性
を
検
討
し
て
ゆ
く
な
ら
ば
、
ま
ず
、
柳
田
の
民
俗
学
を
評
し
て
ⓘ「
公
民
の
民

俗
学
」
と
呼
ん
だ
の
は
、
大
塚
英
志
（
二
〇
〇
七
）
や
室
井
康
成
（
二
〇
〇
九
）
で
あ
る
が（

5
）、

民
俗
学
の
そ
う
し
た
側
面
は
、
柳
田
の

み
の
専
売
特
許
で
は
な
い
。
菅
豊
が
「
公
共
民
俗
学
」
と
し
て
紹
介
す
る
ア
メ
リ
カ
のPubulic Folklore

（
菅
二
〇
一
〇
）
や
、
ド

イ
ツ
で
も
一
九
七
〇
年
以
降
、「
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
原
則
」
と
称
す
る
民
俗
学
の
定
義
に
際
し
て
、「
分
析
の
出
発
点
は
、

一
般
に
社
会
文
化
的
な
諸
問
題
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
社
会
文
化
的
な
諸
問
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
こ
と
」（Burückner 

（H
rsg.

）

1971

、
訳
語
は
坂
井
一
九
八
二
：
一
四
五
）
と
い
う
一
文
を
付
加
し
て
い
る
。

ⓙ
の
「
文
化
移
転
の
科
学
」
い
う
規
定
も
、「
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
原
則
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
原
則
は
世
界
同
時

多
発
的
な
学
生
運
動
を
背
景
に
、
ナ
チ
ス
へ
の
加
担
と
い
う
批
判
か
ら
脱
却
す
る
た
め
、
一
九
七
〇
年
、
ド
イ
ツ
西
部
の
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
市
の
近
郊
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（Falkenstein

）
で
開
催
さ
れ
た
ド
イ
ツ
民
俗
学
会
に
お
い
て
協
議
、

決
定
さ
れ
た
定
義
で
あ
る
。「（
民
俗
学
は
）
客
体
及
び
主
体
に
表
わ
れ
た
文
化
的
価
値
あ
る
伝
達
物
（
及
び
そ
れ
を
規
定
す
る
原
因
と

そ
れ
に
付
随
す
る
過
程
）
を
分
析
す
る
」
と
再
定
義
さ
れ
（
こ
の
文
章
の
後
に
、
前
述
し
た
公
共
性
に
関
す
る
定
義
が
追
加
さ
れ
、
二
フ
レ
ー

ズ
で
構
成
さ
れ
る
）、
以
後
の
ド
イ
ツ
民
俗
学
の
指
針
と
な
っ
た
が
、
民
俗
学
の
方
法
的
特
質
を
、
い
わ
ば
「
伝
承
」
と
「
伝
播
」
と

い
う
文
化
の
時
間
的
空
間
的
移
転
に
あ
る
と
捉
え
、「
伝
達
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
問
う
学
問
と
し
て
再
構
築
さ
れ
て
い
る
。

ⓚ「
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
（
語
り
）
を
重
視
す
る
方
法
的
特
性
」
は
、
民
俗
学
の
萌
芽
が
口
頭
伝
承
を
扱
う
学
と
し
て
開
始
さ
れ
た
こ
と
を

は
じ
め
、
ⓙ
で
紹
介
し
た
同
「
原
則
」
の
「
主
体
に
表
わ
れ
た
文
化
的
価
値
あ
る
伝
達
物
」
と
は
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
（
語
り
）
の
こ
と

を
指
し
て
い
る
（
客
体
は
物
質
文
化
な
ど
）。
民
俗
学
は
も
っ
ぱ
ら
主
体
が
、
対
象
を
い
か
に
語
る
か
、
の
み
な
ら
ず
、
い
か
に
伝
え

る
か
（
伝
達
）、
ま
た
い
か
に
記
憶
さ
れ
る
か
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
研
究
を
蓄
積
し
て
き
た
来
歴
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
れ
が
ⓑ
で
み

た
現
象
学
的
な
生
活
世
界
を
把
捉
す
る
方
法
や
デ
プ
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（D

epth interview

）
に
も
重
な
っ
て
ゆ
く
と
と
も
に
、
特

に
柳
田
や
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
レ
ー
マ
ン
の
場
合
、
個
人
の
心
意
現
象
を
扱
い
な
が
ら
も
、
間
主
観
的
に
社
会
に
開
か
れ
た
点
や
、
さ
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ら
に
は
後
述
す
る
「
無
意
識
」
に
も
連
続
し
て
い
る
点
に
重
心
が
置
か
れ
て
い
る
（
岩
本
二
〇
二
四
、
レ
ー
マ
ン
二
〇
〇
五
）。

ⓛ
の
「
小
集
団
に
お
け
る
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
（
芸
術
的
な
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
ダ
ン
・
ベ
ン
＝
ア
モ
ス
（Ben-

A
m

os 1971

：15

）
のfolklore

の
有
名
な
定
義
に
よ
る
。
ア
メ
リ
カ
民
俗
学
で
は
一
九
六
五
年
に
ア
ラ
ン
・
ダ
ン
デ
ス
がfolk

を

「
ど
の
よ
う
な
人
々
の
集
団
で
あ
れ
、
一
つ
の
共
通
の
因
子
を
分
か
ち
持
っ
て
い
る
人
た
ち
」（D

undes 1965

：2

）
と
し
た
定
義
が

画
期
と
な
り
、
か
つ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
視
角
を
据
え
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
理
論
が
発
展
す
る
中
で
、
ベ

ン
＝
ア
モ
ス
の
そ
れ
は
誕
生
す
る
。
あ
る
社
会
の
構
成
員
が
共
有
す
る
伝
統
的
な
文
化
表
現
（T

raditional Cultural Expressions; 

T
CEs

）
も
し
く
は
表
出
文
化
（Expressive Culture

）
と
し
て
（
加
え
て
文
化
資
産
と
し
てU

N
ESCO

やW
IPO

の
政
策
に
も
映
出
し

て
い
る
が
）、
集
団
に
お
け
る
創
造
的
な
営
み
や
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（
場
）
に
お
け
る
即
興
性
な
ど
、
表
現
の
現
出
性
（em

ergence

）
や

上
演
性
（enactm

ent

）
を
捉
え
る
理
論
と
し
て
は
、
極
め
て
秀
で
て
い
る
。

ⓜ
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
と
し
て
の
側
面
は
、
近
年
、
日
本
で
も
盛
ん
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
概
念
で
あ
る
が
、
島
村
恭
則
が

論
じ
る
よ
う
に
、
普
遍
に
対
す
る
民
の
「
俗
」
と
し
て
、
対
覇
権
主
義
的
な
性
格
を
多
分
に
有
す
る
学
問
だ
と
も
い
え
る
（
島
村

二
〇
二
一
）。
そ
れ
以
前
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
「
下
か
ら
の
」
と
か
、「
草
の
根
」「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
」
と
い
っ
た
言
葉
も
近
似
す
る

性
質
を
示
し
て
い
た
が
、
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
建
築
や
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
写
真
、
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
宗
教
の
よ
う
に
、
そ
の
土
地
特
有

の
、
日
常
口
語
の
、
民
芸
風
の
、
と
い
っ
た
形
容
詞
的
用
法
か
ら
、
英
米
で
は
今
やFolklore

の
代
替
語
と
し
てV

ernacular

が

多
用
さ
れ
る
と
状
況
と
な
っ
て
い
る
（
島
村
二
〇
二
一
：
七
八
、
菅
二
〇
二
四
：
二
七
）。

ⓝScience of Survivals

的
な
捉
え
方
は
、
初
期
の
民
俗
学
を
支
え
た
主
要
な
認
識
で
あ
っ
た
が
、
残
存
主
義
と
批
判
さ
れ
、
特

に
ア
メ
リ
カ
民
俗
学
で
は
「
歴
史
」
か
ら
の
脱
却
が
図
ら
れ
た
。
同
じ
傾
向
性
は
あ
る
も
の
の
、
他
国
の
民
俗
学
で
も
同
一
か
と
い

え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
。
現
在
の
文
化
や
社
会
が
厚
い
時
間
性
＝
歴
史
性
の
な
か
で
生
成
さ
れ
て
き
た
構
築
物
で
あ

る
こ
と
は
疑
い
も
な
く
、
消
え
尽
す
こ
と
の
な
い
「
残
留
」（
㉞
八
二
四
）
と
い
う
問
い
を
、
現
在
の
次
元
に
お
け
る
「
過
去
の
拘
束

性
」
や
、
歴
史
的
連
関
性
と
か
再
創
造
化
（
知
識
構
築
の
共
同
性
）
を
把
捉
す
る
た
め
の
「
間
テ
ク
ス
ト
性
（Intertextuality

）」
な
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ど
に
見
方
を
変
え
る
、
ほ
か
の
切
り
口
も
存
在
す
る
。
そ
も
そ
も
「
伝
承
」
と
い
う
概
念
を
醸
成
さ
せ
て
き
た
民
俗
学
か
ら
、
歴
史

性
を
切
り
離
す
こ
と
は
、
筆
者
に
は
あ
ま
り
賢
明
な
策
と
は
思
え
な
い
。
た
だ
し
、
ハ
ン
ス
・
ナ
ウ
マ
ン
の
沈
降
文
化
論
を
逆
転
さ

せ
、
本
質
主
義
的
な
基
層
文
化
論
と
し
て
誤
謬
的
に
受
容
し
て
し
ま
っ
た
、
戦
後
の
日
本
に
お
い
て
は
（
岩
本
二
〇
〇
六
）、
当
面
は

排
除
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
ⓞ
民
俗
（
民
間
伝
承
）
を
介
し
た
歴
史
的
変
遷
論
は
、
特
に
戦
後
の
日
本
で
拡
張
し
て
き
た
議
論
で
あ
る
。
柳
田
が
民
俗

学
も
広
い
意
味
で
の
歴
史
だ
と
発
言
し
た
も
の
の
（
ⓐ
ⓑ
ⓖ
で
も
み
た
ほ
か
、
そ
の
意
味
は
ⓗ
に
近
か
っ
た
ろ
う
）、
東
京
教
育
大
学

（
現
・
筑
波
大
）
の
系
統
で
、
こ
れ
が
展
開
・
継
続
し
た
の
は
、
民
俗
資
料
の
類
型
化
と
資
料
操
作
法
に
基
づ
く
議
論
で
あ
っ
て
、
ⓝ

と
は
別
項
で
扱
っ
た
方
が
適
し
て
い
よ
う
。
詳
し
く
は
次
節
で
論
じ
る
が
、
東
京
教
育
大
系
の
和
歌
森
太
郎
・
宮
田
登
・
福
田
ア
ジ

オ
の
定
義
は
、
多
少
の
違
い
は
あ
る
に
せ
よ
、
民
間
伝
承
（
あ
る
い
は
集
合
表
象
）
を
素
材
と
し
て
、
生
活
文
化
を
再
構
成
す
る
学
問

だ
と
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
桜
田
勝
徳
や
最
上
孝
敬
ら
は
、
単
に
民
間
伝
承
（
民
俗
）
を
研
究
す
る
と
し
た
だ

け
で
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
主
義
的
な
定
義
は
し
て
い
な
い
。

以
上
、
一
五
の
要
素
や
性
質
等
を
紹
介
し
て
き
た
。
ほ
か
に
も
別
種
の
定
義
も
存
在
し
て
い
よ
う
が
、
筆
者
が
論
じ
た
い
の
は
、

民
俗
学
と
は
こ
の
よ
う
に
多
面
的
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
戦
後
の
日
本
で
は
ⓞ
が
主
流
と
し
て
圧
倒
的
存
在
感
を
示
し
た
こ
と
で
あ

る
。
欧
米
に
せ
よ
、
近
隣
の
中
国
・
韓
国
に
せ
よ
、
民
俗
学
と
い
え
ば
第
一
に
口
承
文
芸
や
民
間
文
学
畑
の
研
究
が
中
心
で
あ
り
、

例
え
ば
中
韓
に
も
歴
史
民
俗
学
と
い
う
言
葉
は
あ
る
も
の
の
、
日
本
の
よ
う
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
や
神
奈
川
大
学
の
歴
史
民
俗

資
料
学
研
究
科
の
よ
う
な
歴
史
と
民
俗
が
並
列
さ
れ
る
建
付
け
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
日
本
で
も
歴
史
と
は
い
っ
て
も
、
ⓖ

や
ⓗ
の
よ
う
な
視
点
は
、
主
流
か
ら
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
、
次
節
以
降
で
は
、
そ
れ
を
論
じ
る
。

一
―
三
、
民
俗
学
とFolklore

お
よ
びV

olkskunde

―
―
筆
者
の
立
脚
点

既
に
大
昔
の
こ
と
に
な
る
が
、
筆
者
は
日
本
民
俗
学
会
第
六
九
〇
回
談
話
会
（
一
九
八
八
年
一
二
月
一
一
日
）
で
、「
近
代
家
族
と
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親
子
心
中
」
と
題
す
る
発
表
を
行
っ
た
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
で
、
元
指
導
教
官
か
ら
「
顔
見
世

興
行
」
だ
と
教
唆
さ
れ
、
か
な
り
長
め
の
口
頭
発
表
と
な
っ
た
。
そ
の
後
の
質
疑
応
答
の
場
で
、
最
初
に
受
け
た
質
問
は
、
國
學
院

大
學
の
民
俗
学
の
大
御
所
の
、
あ
る
高
名
な
教
授
か
ら
発
せ
さ
れ
た
「
き
ょ
う
の
ご
発
表
、
民
俗
学
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
」
な
る
も

の
で
あ
っ
た
。

学
部
生
時
代
に
も
、
院
生
時
代
に
も
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
、
全
く
予
期
せ
ぬ
問
い
掛
け
に
、
唖
然
呆
然
、
根
底
か
ら
の
全
否
定
に

言
葉
を
失
っ
た
が
、
そ
の
教
授
の
言
に
従
え
ば
、「
親
子
心
中
と
い
う
も
の
は
民
俗
で
は
な
い
か
ら
、
民
俗
学
の
研
究
対
象
で
は
な

い
」
と
い
う
の
が
、
そ
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
親
子
心
中
をfolklore

と
は
呼
び
難
く
、
そ
の
後
の
約
一
〇
年
ほ
ど
、
岩
本

の
研
究
は
民
俗
学
で
は
な
い
と
か
、
周
縁
的
な
研
究
だ
と
し
ば
し
ば
言
わ
れ
、
実
は
私
自
身
も
、
そ
う
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
込
ん

で
い
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
柳
田
の
研
究
を
読
み
進
め
て
ゆ
く
と
、
定
本
索
引
で
は
二
カ
所
に
す
ぎ
な
か
っ
た
親
子
心
中
も
、
座
談
会
な
ど

も
含
め
、
少
な
く
と
も
一
五
カ
所
で
言
及
し
て
い
る（

6
）。

な
か
に
は
、
こ
の
よ
う
な
現
在
に
生
起
し
て
い
る
社
会
現
象
を
追
究
す
る
の

が
民
俗
学
だ
と
読
め
る
箇
所
も
あ
り
、
関
東
大
震
災
の
報
を
ロ
ン
ド
ン
で
接
し
、「
本
筋
の
学
問
の
た
め
に
起
つ
」（「
故
郷
七
十
年
」

㉑
一
九
九
）
と
決
意
し
、「
経
世
済
民
の
学
」
を
志
向
し
た
柳
田
が
、
な
ぜ
、
そ
れ
と
は
程
遠
く
、
迂
遠
に
見
え
る
民
俗
学
を
打
ち
立

て
よ
う
と
し
た
の
か（

7
）、

世
間
的
に
は
「
結
構
な
御
趣
味
で
」（
⑳
一
二
七
）
と
揶
揄
さ
れ
る
民
俗
学
と
、
実
学
志
向
の
学
問
目
標
（
学

問
の
実
用
性
）
と
の
乖
離
が
、
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

こ
の
問
い
が
私
に
と
っ
て
は
長
い
間
足
枷
と
な
っ
て
い
た
が
、
柳
田
の
著
作
か
ら
学
ぶ
も
の
と
、
実
際
に
習
い
見
聞
き
す
る
民
俗

学
と
の
懸
隔
や
、
柳
田
が
あ
れ
ほ
ど
強
調
し
た
親
子
心
中
を
、
ど
う
し
て
民
俗
学
で
は
研
究
し
な
い
の
か
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
そ
の

後
の
民
俗
学
は
『
世
相
篇
』
的
な
研
究
が
、
な
ぜ
少
な
い
の
か
と
、
疑
問
は
次
々
と
沸
い
て
く
る
。
当
時
、
盛
ん
に
唱
え
ら
れ
た
都

市
民
俗
学
も
、
筆
者
は
『
世
相
篇
』
が
こ
れ
に
相
当
す
る
と
考
え
た
が
、
こ
れ
を
牽
引
し
た
宮
田
登
に
し
て
も
、
先
行
研
究
と
し
て

『
都
市
と
農
村
』
は
盛
ん
に
引
用
す
る
の
に
、『
世
相
篇
』
か
ら
は
圧
倒
的
に
少
な
く
、
論
及
を
避
け
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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こ
れ
ら
は
な
ぜ
な
の
か
。
三
点
ほ
ど
に
絞
っ
て
論
じ
る
と
、
第
一
は
戦
後
民
俗
学
の
変
質
と
、
前
述
し
た
東
京
教
育
大
系
統
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
の
大
き
さ
で
あ
る
。
と
り
い
そ
ぎ
、
各
種
辞
事
典
に
絞
っ
て
、
民
俗
学
を
ど
う
定
義
し
て
い
る
か
を
紹
介
し
て
み
れ
ば
、

一
九
五
一
年
の
民
俗
学
研
究
所
編
『
民
俗
学
辞
典
』（
東
京
堂
）
で
、
こ
の
項
目
を
執
筆
し
た
の
は
大
藤
時
彦
で
あ
る（

8
）。「

民
間
伝
承

を
通
し
て
生
活
変
遷
の
跡
を
尋
ね
、
民
族
文
化
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
学
問
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
同
辞
典
で
「
基
層

文
化
」
を
執
筆
し
た
和
歌
森
太
郎
が
一
九
七
二
年
の
大
塚
民
俗
学
会
編
『
日
本
民
俗
事
典
』（
弘
文
堂
）
で
行
っ
た
民
俗
学
の
定
義
は
、

「
民
間
伝
承
を
素
材
と
し
て
、
民
俗
社
会
・
民
俗
文
化
の
歴
史
的
由
来
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
族
の
基
層
文
化
の
性
格

と
本
質
と
を
究
明
す
る
学
問
」
で
あ
っ
た
。
一
九
八
五
年
の
『
大
百
科
事
典
』（
一
四
巻
、
平
凡
社
）
に
お
い
て
、
宮
田
登
も
「
世
界

の
文
明
民
族
の
国
々
で
、
自
国
民
の
日
常
生
活
文
化
の
歴
史
を
、
民
間
伝
承
を
主
た
る
資
料
と
し
て
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
学
問
。

日
常
生
活
文
化
は
、
民
族
文
化
の
基
層
に
あ
た
り
、
こ
の
部
分
を
究
明
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
民
族
の
も
つ
民
族
性
を
明
ら

か
に
す
る
」
と
し
、
基
層
文
化
や
民
族
性
の
究
明
が
前
景
化
し
て
ゆ
く
の
が
見
て
取
れ
る
が
、
二
〇
〇
〇
年
の
『
日
本
民
俗
大
辞
典
』

（
下
、
吉
川
弘
文
館
）
で
、
そ
れ
ら
を
排
除
し
た
福
田
ア
ジ
オ
は
「
世
代
を
こ
え
て
伝
え
ら
れ
る
人
び
と
の
集
合
的
事
象
に
よ
っ
て
生

活
文
化
の
歴
史
的
展
開
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
通
し
て
現
代
の
生
活
文
化
を
説
明
す
る
学
問
」
と
し
て
い
る
。

集
合
的
事
象
と
は
そ
れ
ま
で
の
民
間
伝
承
の
代
替
語
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
桜
田
勝
徳
や
最
上
孝
敬
、
ま
た
無
署
名

の
辞
事
典
の
定
義
と
比
較
し
て
み
る
と
、
東
京
教
育
大
系
統
の
特
徴
は
、
民
間
伝
承
（
民
俗
資
料
）
を
類
型
化
し
、
そ
れ
の
資
料
操

作
か
ら
歴
史
的
推
移
を
導
く
と
い
っ
た
手
法
に
あ
る
こ
と
が
浮
び
上
が
っ
て
く
る
。
例
え
ば
桜
田
の
定
義
は
「
文
明
社
会
の
民
間
生

活
、
あ
る
い
は
民
間
知
識
の
研
究
」（『
日
本
社
会
民
辞
典
』
四
巻
、
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
六
〇
年
）
で
あ
り
、
最
上
も
「
文
明
国
に
お

け
る
民
間
の
伝
承
を
研
究
す
る
も
の
」（『
日
本
昔
話
辞
典
』
弘
文
堂
、
一
九
七
二
年
）
と
す
る
だ
け
に
留
め
て
い
る
。
東
京
教
育
大
系

の
資
料
操
作
法
と
そ
れ
を
介
し
た
「
歴
史
」
へ
の
固
執
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
ひ
と
つ
に
は
史
学
方
法
論
と
し
て
考
古
学
と
同
教

室
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
考
古
学
の
、
い
わ
ゆ
る
型
式
学
的
研
究
法
と
呼
ば
れ
る
デ
ー
タ
処
理
法
の
影
響
を
強
く
受
け
た

こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
研
究
対
象
の
史
料
的
確
か
さ
と
確
定
に
力
が
注
が
れ
、「
歴
史
」
以
外
の
「
方
法
」
に
対
す
る
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関
心
を
喪
失
さ
せ
る
結
果
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
親
子
心
中
は
民
俗
学
の
対
象
外
だ
と
い
う
発
想
も
、
い
わ
ゆ
る
民
俗
を
研
究
対
象

と
す
る
か
ら
民
俗
学
な
の
だ
と
い
う
認
識
に
起
因
し
て
い
る
（
岩
本
一
九
九
八
ｂ
）。

辞
典
的
定
義
の
陥
穽
は
、
一
義
的
に
規
定
し
が
ち
で
、
多
様
性
に
目
を
曇
ら
せ
、
さ
ら
に
そ
れ
は
ド
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
陥
り
や
す

い
。
日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
「
節
用
禍
」
的
傾
向
が
柳
田
没
後
に
進
ん
だ
が
（
岩
本
一
九
九
九
）、
第
二
に
、
先
に
親
子
心
中
はfolk-

lore

と
は
呼
び
難
い
と
記
し
た
の
は
、
英
米
の
民
俗
学Folklore

が
対
象
規
定
的
にfolklore

（
民
衆
のLore

）
を
研
究
す
る
学
問

と
自
己
規
定
す
る
た
め
で
あ
る
。
一
方
、
ド
イ
ツ
の
民
俗
学V
olkskunde

は
、
民
衆
を
対
象
化
す
るV

olk

の
学
問
（K

unde

）
で

あ
り
、
中
国
の
民
俗
学
者
・
江ジ

ア
ン
シ
ャ
オ
ユ
エ
ン

紹
原
はV

olkskunde

に
「
民
学
」
と
い
う
訳
語
を
当
て
て
い
る（

9
）。

民
俗
学
は
国
の
歴
史
的
背
景
等
に
よ
っ
て
相
貌
を
違
え
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
世
界
的
に
は
二
つ
の
潮
流
が
存
す
る
こ
と
は
既
に
論

じ
た
が
（
이
와
모
토
二
〇
二
〇
）、
柳
田
も
繰
り
返
し
、「
国
ご
と
に
民
俗
学
の
性
質
が
ち
が
つ
て
も
よ
い
わ
け
」（
㉞
八
二
二
）
を
説
い

て
い
る（

10
）。

結
局
の
と
こ
ろ
、
親
子
心
中
は
、
柳
田
が
強
調
し
た
よ
う
に
、
日
本
で
は
民
俗
学
の
研
究
に
属
す
る
も
の
の
、folklore

と
は
い
え
ず
、
学
問
的
なFolklore

と
も
認
識
さ
れ
が
た
い（

11
）。『

世
相
篇
』
も
ま
た
、
小
集
団
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
表
現
の
分
析

を
基
軸
と
し
た
米
英
系
のFolklore

研
究
に
輸
出
す
る
の
は
、
ほ
ぼ
不
可
能
に
近
い
こ
と
は
、
事
前
に
注
意
し
て
お
こ
う
。

一
―
四
、
最
近
の
『
世
相
篇
』
に
注
目
す
る
動
き

ま
ず
は
、
近
年
、『
世
相
篇
』
に
対
し
、
異
な
る
視
角
か
ら
、
新
た
な
研
究
接
近
が
三
種
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
お
く
な
ら
、
第

一
は
自
己
宣
伝
的
に
な
る
が
、
筆
者
も
含
め
、
民
俗
学
・
文
化
人
類
学
・
近
現
代
史
・
建
築
学
の
メ
ン
バ
ー
で
組
織
し
た
世
相
篇
研

究
会
の
「
世
相
篇
注
釈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
る
。

会
は
、
筆
者
を
研
究
代
表
者
と
し
た
、
科
研
費
基
盤
研
究（
Ｂ
）「〈
日
常
学
と
し
て
の
民
俗
学
〉
の
創
発
性
―
―
世
相
史
的
日
常
／

日
常
実
践
／
生
活
財
生
態
学
の
国
際
協
働
」（
二
〇
一
八
～
二
〇
年
度
）
の
分
科
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
二
〇
二
一
年
か
ら
は

注
釈
デ
ー
タ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
た
ほ
か
（
図
１
・
２
参
照
）、
こ
の
注
釈
篇
（
自
序
と
第
一
章
の
み
）
と
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
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図 2 ．世相篇注釈プロジェクトの項目一例（スクリーンショット）

http://www.yanagitakunio.jpn.org/2021/06/09/534/

図 1 ．世相篇研究会 世相篇注釈プロジェクトのHP（スクリーンショット）

http://www.yanagitakunio.jpn.org/
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現
段
階
で
各
自
の
理
解
を
論
文
化
し
た
論
考
篇
を
合
わ
せ
、『
日
常
と
文
化
』
一
二

号
（
二
〇
二
四
年
三
月
）
に
、
世
相
篇
特
集
号
を
組
ん
だ
。

第
二
は
長
年
に
わ
た
っ
て
柳
田
研
究
、
特
に
『
世
相
篇
』
に
着
目
さ
れ
て
き
た
社

会
学
者
・
佐
藤
健
二
の
校
注
し
た
『
世
相
篇
』
が
、
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
か
ら
刊
行

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
二
〇
二
三
年
一
〇
月
）。
見
開
き
に
語
句
等
の
注
解
が
施
さ
れ

た
も
の
で
、
文
庫
本
で
も
あ
り
、
読
者
層
の
拡
大
が
望
め
、
改
め
て
『
世
相
篇
』
に

対
す
る
広
い
関
心
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

第
三
は
、
大
塚
英
志
編
『
接
続
す
る
柳
田
國
男
』（
水
声
社
、
二
〇
二
三
年
一
二
月
）

が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
塚
の
所
属
し
た
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
の
共
同

研
究
会
「
接
続
す
る
柳
田
國
男
」（
二
〇
二
二
～
二
三
年
）
の
成
果
で
あ
る
が
、
民
俗

学
・
歴
史
学
の
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
近
代
文
学
や
メ
デ
ィ
ア
史
を
専
門
と
す
る
研

究
者
や
編
集
者
も
多
数
交
え
て
、
メ
デ
ィ
ア
論
的
思
考
か
ら
の
読
み
直
し
が
な
さ
れ

て
い
る
点
で
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

こ
れ
ら
と
並
行
す
る
の
は
、
中
国
に
お
け
る
『
世
相
篇
』
へ
の
注
目
お
よ
び
研
究

が
、
近
年
に
わ
か
に
活
気
づ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
図
３
で
見
る
よ
う
に
『
世
相

篇
』
の
中
国
語
訳
と
し
て
、
潘
越
・
吴
垠
訳
『
明
治
维
新
生
活
史
』（
時
代
文
藝
出
版

社
）
が
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
二
〇
一
六
年
一
月
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
二
三
年
一

月
に
も
谷
端
捷
・
石
晶
晶
訳
『
大
正
浪
漫
―
―
日
本
近
代
社
会
世
相
』（
中
国
工
人
出

版
社
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
管
見
の
限
り
論
文
も
、
日
本
に
留
学
し
て
い
た
社
会

学
者
・
李リ

ー
ヨ
ン
ジ
ン

永
晶
の
「
柳
田
国
男
的
世
相
史
―
―
日
本
版
“
文
明
的
进
程
”」
は
、
ノ

図 3 ．中国における 2 冊の『世
相篇』の翻訳書

左が2016年の刊行、右が2023年
の刊行
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ベ
ル
ト
・
エ
リ
ア
ス
の
『
文
明
化
の
過
程
』
と
の
対
比
か
ら
詳
論
し
た
ほ
か
（
李
二
〇
一
六
）、
前
述
し
た
『
日
常
と
文
化
』
一
二
号

に
も
、
田
村
和
彦
の
中
国
に
お
け
る
世
相
篇
理
解
の
困
難
さ
に
関
す
る
論
文
（
田
村
二
〇
二
四
）
と
、
白ペ

イ
チ
ョ
ウ
リ

佐
立
に
よ
る
第
一
章
の
注

釈
の
中
国
語
訳
（
白
二
〇
二
四
）
の
二
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

二
、『
世
相
篇
』
の
「
現
在
史
」
的
収
斂
と
叙
述
の
構
造

二
―
一
、「
世
相
史
」
か
ら
「
現
在
史
」
へ

『
世
相
篇
』
を
論
じ
る
に
当
っ
て
第
一
に
説
く
必
要
が
あ
る
の
は
、「
世
相
」
と
は
い
っ
た
い
何
を
指
す
の
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
語

は
齋
藤
隆
三
が
『
元
禄
世
相
志
』（
博
文
館
、
一
九
〇
五
）
で
用
い
、
そ
の
後
『
近
世
世
相
史
』（
博
文
館
、
一
九
〇
九
）
や
明
治
大
正

を
増
補
し
た
『
近
世
日
本
世
相
史
』（
博
文
館
、
一
九
二
五
）
が
刊
行
さ
れ
る
中
で
、
定
着
し
て
い
っ
た
日
本
漢
語
で
あ
る
。
松
原
岩

五
郎
『
最
暗
黒
之
東
京
』（
民
友
社
、
一
八
九
三
）
の
「
世
話
心
中
の
狂
態
は
…
坐
な
が
ら
世
相
の
秘
密
を
知
る
」（
松
原
一
九
八
八
＝

一
八
九
三
：
三
七
）
の
方
が
用
例
的
に
は
古
い
が
、
齋
藤
は
『
近
世
日
本
世
相
史
』
の
緒
言
で
「
世
相
史
と
い
ふ
言
葉
も
、
一
七
年

前
は
一
般
世
人
に
は
甚
だ
聞
き
慣
れ
」
ず
、
学
者
仲
間
か
ら
は
「
世
態
史
の
方
が
よ
か
っ
た
」
と
批
判
さ
れ
た
と
回
顧
し
て
い
る
。

先
の
中
国
の
翻
訳
書
で
、
題
名
に
「
世
相
」
が
使
用
さ
れ
な
い
事
情
に
つ
い
て
は
、
田
村
論
文
に
詳
し
い
が
、
今
で
も
中
国
や
韓

国
で
は
「
世
相
」
で
は
通
じ
ず
、「
世
態
」
の
方
が
通
り
が
よ
い
。
日
本
で
も
「
世
相
」
が
造
語
さ
れ
る
以
前
に
は
「
世
態
」
が
使

わ
れ
た
の
で
あ
り
、
東
洋
美
術
の
紹
介
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
、
東
京
大
学
教
授
と
し
て
哲
学
、
政
治

学
、
理
財
学
の
ほ
か
に
、Sociology

を
「
世
態
学
」
と
い
う
名
称
で
講
義
し
た
こ
と
は
、
社
会
学
史
と
し
て
有
名
で
あ
る
（
藤
田

二
〇
〇
九
：
三
六
）。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
的
に
明
治
一
八
年
の
改
正
で
初
め
て
社
会
学
と
公
称
さ
れ
、
ま
た
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
進
化
論

も
「
世
態
開
進
論
」
と
題
し
訳
出
さ
れ
て
い
る
（
山
下
一
九
九
一
：
六
）。

こ
の
こ
と
か
ら
展
望
的
に
い
え
る
の
は
、『
世
相
篇
』
あ
る
い
は
「
世
相
史
」
は
、
本
来
的
に
は
「
社
会
史
」
だ
っ
た
こ
と
で
あ



16

る
。
柳
田
ら
が
用
い
た
世
相
は
、
世
の
中
の
あ
り
さ
ま
、
社
会
の
様
子
や
時
代
の
傾
向
を
、
新
語
的
に
示
そ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
が
、

こ
れ
に
対
し
、
今
日
一
般
に
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
世
相
は
、「
流
行
・
世
相
」
と
並
べ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
時
代
の
突
端
現
象

を
指
す
言
葉
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。『
世
相
篇
』
に
対
す
る
誤
解
に
は
、
こ
の
言
葉
の
意
味
変
化
も
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

柳
田
の
『
世
相
篇
』
を
今
で
は
慣
例
的
に
「
世
相
史
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
柳
田
が
こ
の
言
葉
を
使
用
し
た

か
と
い
え
ば
、
戦
後
に
一
回
、
カ
ッ
コ
つ
き
で
使
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
。『
柳
田
国
男
談
話
稿
』
掲
載
の
「
民
俗
学
教
本
案
」
で
、「
幻

覚
の
法
則
」
と
い
う
条
に
、「
気
絶
し
た
も
の
の
記
憶
。
内
外
の
一
致
多
か
り
し
こ
と
。（
世
相
史
）」（
㉞
八
一
九
）
と
見
え
る
だ
け
で

あ
る（

12
）。

柳
田
が
実
際
に
使
っ
た
用
字
は
、
一
九
三
五
年
の
国
史
回
顧
会
講
演
の
題
名
の
「
史
学
と
世
相
解
説
」（
⑭
一
八
二
以
下
、
の

ち
に
『
国
史
と
民
俗
学
』
一
九
四
四
年
収
録
）
で
あ
り
、
そ
の
中
で
「
世
相
を
解
説
す
る
史
学
」（
⑭
一
九
八
）
と
い
う
使
い
方
を
し
て

い
る
。
一
般
に
「
世
相
解
説
の
史
学
」
と
呼
ば
れ
る
の
も
、
こ
れ
を
約
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
「
世
相
史
」
と
い
う
名
称
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
柳
田
と
の
共
著
名
に
な
っ
て
い
る
と

は
い
え
、
大
藤
時
彦
が
単
独
執
筆
し
た
『
現
代
日
本
文
明
史
第
一
八
巻
世
相
史
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
四
三
）
が
、
そ
の
発
端

と
い
え
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、『
世
相
篇
』
評
価
の
流
れ
を
作
っ
た
社
会
学
者
・
加
藤
秀
俊
が
こ
の
語
を
盛
ん
に
使
用
し
た
こ
と

が
大
き
く
（
加
藤
一
九
六
七
、
一
九
八
一
な
ど
）、
さ
ら
に
人
類
学
者
・
梅
棹
忠
夫
の
「
世
相
史
」
の
使
用
も
（
梅
棹
一
九
七
一
）、
一
役

買
っ
て
い
る
。
特
に
加
藤
の
「
稗
史
」（
一
九
六
七
：
二
四
）
的
理
解
は
、『
流
行
世
相
近
代
史
―
―
流
行
と
世
相
』（
雄
山
閣
、
一
九
七
〇
）

の
編
者
で
あ
る
和
歌
森
太
郎
に
よ
る
「
流
行
史
」
的
理
解
と
相
俟
っ
て
、『
世
相
篇
』
の
皮
相
化
を
も
た
ら
し
た
。

稗
史
と
は
、
中
国
で
か
つ
て
稗
官
（
王
に
民
間
の
風
聞
を
奏
上
し
た
下
級
役
人
）
が
民
間
か
ら
噂
話
や
語
り
物
な
ど
の
類
い
を
集
め

て
記
録
し
た
歴
史
書
の
こ
と
で
、
正
史
に
対
す
る
民
間
の
歴
史
書
の
意
味
か
ら
、
転
じ
て
作
り
物
語
や
小
説
も
含
む
。
正
史
に
は
採

録
さ
れ
な
い
民
衆
の
文
字
化
さ
れ
て
な
い
文
化
と
も
見
な
せ
、
一
面
の
真
理
は
衝
い
て
い
る
も
の
の
、
表
層
的
な
理
解
を
拡
散
さ
せ

る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

和
歌
森
は
こ
れ
を
、
さ
ら
に
風
俗
／
民
俗
の
二
項
対
立
的
な
議
論
に
も
敷
衍
し
、
風
俗
・
流
行
・
世
相
は
一
時
的
に
流
行
る
「
変
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わ
り
や
す
い
事
象
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
民
俗
は
「
変
わ
り
に
く
い
事
象
」
と
し
て
、
そ
の
民
俗
学
理
論
に
も
拡
張
し
た
が
（
和
歌

森
一
九
五
八
）、
そ
の
後
、
一
般
的
に
も
多
用
さ
れ
る
「
世
相
」
の
意
味
の
本
源
と
も
な
っ
た
だ
ろ
う
。
例
え
ば
今
日
使
わ
れ
て
い
る

『
現
代
世
相
語
辞
典
』（
榊
原
昭
二
、
柏
書
房
、
一
九
八
四
年
）
で
い
う
世
相
語
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
新
語
・
流
行
語
・
風
俗
語
の

こ
と
を
指
し
て
い
る
。「
世
相
史
」
で
は
、「
世
相
」
を
対
象
化
す
る
歴
史
だ
と
い
う
短
絡
を
招
き
や
す
い
の
だ
。

こ
う
し
て
み
る
と
、「
世
相
史
」
と
い
う
言
葉
自
体
が
、
稗
史
や
流
行
史
と
い
う
誤
謬
を
呼
び
、
奥
行
き
の
な
い
理
解
を
導
く
元

凶
だ
と
判
断
さ
れ
、
使
う
の
に
筆
者
は
い
つ
も
躊
躇
い
、
仕
方
な
く
、「
世
相
篇
的
民
俗
学
」
と
い
っ
た
言
葉
も
し
ば
し
ば
使
わ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。「
世
相
を
解
説
す
る
史
学
」
は
「
世
相
」
に
で
は
な
く
、「
解
説
」
の
方
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
世
の

中
を
解
釈
す
る
歴
史
と
い
う
意
味
合
い
で
、
秘
か
に
「
世
解
史
」
と
い
う
造
語
も
考
え
た
が
、
日
中
韓
と
も
発
音
が
「
世
界
史
」
と

重
な
っ
て
し
ま
う
た
め
（
中
国
で
は
四
声
が
違
う
だ
け
）、
採
用
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
躊
躇
と
試
行
錯
誤
は
、
筆
者
だ
け
に
限
ら
な
い
。
例
え
ば
及
川
祥
平
も
「『
現
在
を
知
る
た
め
の
史
学
』
と
し
て
の

民
俗
学
」（
二
〇
二
三
：
一
二
）
と
か
「
現
在
を
史
学
す
る
」
民
俗
学
（
二
〇
二
四
：
四
二
）
と
か
用
い
て
、
こ
れ
を
表
現
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
的
確
で
は
あ
る
も
の
の
、
長
々
し
い
の
が
難
点
で
あ
り
、
こ
う
し
た
考
え
方
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、
漢
字
三
字
の
用

語
が
適
し
て
い
る
。
そ
こ
で
紆
余
曲
折
の
思
案
の
結
果
、
捻
り
出
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
『
世
相
篇
』
の
一
番
の
特
徴
は
、「
現
在
を
起
点
に
据
え
た
反
転
的
で
複
層
的
な
歴
史
認
識
」
に
あ
る
と
考
え
る
。「
歴
史

の
現
在
性
」（
岩
本
二
〇
二
四
：
七
）
と
も
換
言
で
き
る
が
、
現
在
生
起
し
て
い
る
現
象
を
、
複
数
の
要
因
が
絡
み
合
っ
た
歴
史
的
重

層
性
か
ら
把
捉
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
が
魅
力
の
源
泉
な
の
だ
と
思
わ
れ
る
。「
色
々
の
原
因
が
一
緒
に
な
っ
た
」（
⑭
四
二
九
）
現

在
生
起
し
て
い
る
現
象
を
、
顕
現
化
す
る
結
果
に
至
る
ま
で
の
、
複
層
的
な
原
因
の
絡
み
合
う
プ
ロ
セ
ス
を
、
柳
田
は
し
ば
し
ば
用

い
る
「
行
掛
り
」（
物
事
の
今
に
至
る
諸
事
情
）
と
い
う
言
葉
で
、
表
現
し
て
い
る
の
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

こ
れ
と
は
全
く
同
一
で
は
な
い
が
、
柳
田
の
民
俗
学
を
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
把
捉
し
て
い
る
研
究
者
に
、
宗
教
学
者
・
阿
満
利
麿
が

い
る
。
阿
満
は
「『
眼
前
の
疑
問
』
を
解
く
た
め
に
過
去
を
問
う
」
と
は
、
現
在
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
未
来
を
築
く
た
め
に
、
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過
去
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
実
践
を
帯
び
た
柳
田
の
「
史
学
」
は
、「
私
の
言
葉
で
い
え
ば
、“
現
在
史
”
と
い
う

こ
と
に
な
る
」（
阿
満
一
九
九
七
：
三
七
）
と
し
て
い
る
。「
現
在
の
歴
史
性
」（
岩
本
二
〇
二
四
：
八
）
や
「
問
題
の
歴
史
性
」
な
ど
を
、

三
字
で
表
現
す
る
用
語
と
し
て
「
現
在
史
」
は
、
歴
史
学
の
「
現
代
史
」
と
の
差
異
化
も
可
能
で
あ
り
、
今
後
、
世
相
篇
的
民
俗
学

を
表
現
す
る
と
き
、
筆
者
は
「
現
在
史
」
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
―
二
、
民
俗
学
に
お
け
る
『
世
相
篇
』
理
解
の
問
題
点

㋐
民
俗
学
内
部
で
は
近
年
ま
で
否
定
的
な
見
解
が
支
配
的

冒
頭
で
示
し
た
「
要
旨
」
に
印
を
つ
け
た
論
点
に
移
る
が
、
民
俗
学
内
部
の
低
評
価
に
つ
い
て
は
既
に
い
く
つ
か
で
論
じ
た
の
で

（
岩
本
二
〇
〇
二
、
二
〇
二
四
）、
一
つ
だ
け
民
俗
学
内
部
の
典
型
的
な
『
世
相
篇
』
批
判
を
紹
介
す
れ
ば
、
そ
れ
は
平
山
和
彦
の
次
の

よ
う
な
捉
え
方
で
あ
る
。

第
一
に
、「
叙
述
が
き
わ
め
て
随
筆
的
で
あ
」
る
こ
と
（
平
山
一
九
六
七
：
一
四
四
）
を
批
判
す
る
が
、
随
筆
的
だ
と
す
る
の
は
、
た

ぶ
ん
前
述
し
た
大
藤
時
彦
執
筆
『
現
代
日
本
文
明
史
―
―
世
相
史
』
や
『
明
治
文
化
史
―
―
風
俗
編
』
に
な
る
と
、「
あ
る
事
物
の

実
年
代
が
判
明
し
て
い
る
限
り
付
さ
れ
」「
多
少
の
改
善
・
進
歩
が
み
ら
れ
る
」（
同
一
四
五
）
と
す
る
発
言
と
連
動
し
て
い
る
。
さ

ら
に
最
も
本
質
的
な
批
判
と
し
て
平
山
が
あ
げ
る
の
は
、
世
相
史
を
扱
う
に
は
「
一
回
的
に
生
起
す
る
歴
史
的
事
件
が
、
流
行
性
を

お
び
た
世
相
や
風
俗
に
い
か
に
作
用
す
る
か
」、
そ
の
反
面
に
あ
る
、「
村
落
社
会
を
基
盤
に
超
世
代
的
に
複
数
生
起
的
に
現
象
す
る

民
俗
が
、
い
か
に
世
相
や
風
俗
を
規
定
し
て
き
た
か
」（
同
：
一
四
五
）
に
視
点
を
置
く
べ
き
と
す
る
箇
所
で
あ
る
。

柳
田
の
捉
え
る
文
化
や
生
活
は
変
化
を
常
態
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
平
山
の
批
判
は
先
に
み
た
和
歌
森
の
「
変
り
に
く
い

0

0

0

0

0

事

象
」＝
民
俗
と
の
対
比
で
、
世
相
や
風
俗
を
流
行
と
同
義
に
捉
え
る
二
分
法
に
依
拠
し
て
い
る
。
か
つ
世
相
史
を
、
流
行
を
含
め
た

日
常
生
活
史
か
稗
史
と
同
義
に
見
て
い
る
の
は
確
か
だ
ろ
う
。
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㋑
自
序
「
フ
オ
ク
ロ
ア
と
し
て
は
失
敗
」
の
陥
穽

『
世
相
篇
』
が
日
本
の
民
俗
学
に
お
い
て
、
そ
の
後
、
論
及
さ
れ
な
く
な
っ
て
ゆ
く
最
大
の
ネ
ッ
ク
は
、
柳
田
自
身
の
自
序
に
見

え
る
「
フ
オ
ク
ロ
ア
と
し
て
は
失
敗
」（
⑤
三
三
九
）
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
既
に
論
じ
た
の
で
（
岩
本
二
〇
二
四
）、
要
点
の
み
紹
介
す
る
が
、『
世
相
篇
』
が
執
筆
さ
れ
た
頃
の
柳
田
は
、
そ

の
著
作
に
お
い
て
、
民
俗
学
と
フ
オ
ク
ロ
ア
を
明
確
に
書
き
分
け
て
い
る
。
自
序
に
はFolklore

を
含
め
三
つ
の
表
記
が
並
列
さ
れ

る
が
、
フ
オ
ク
ロ
ア
とFolklore

は
西
洋
の
相
当
学
問
を
指
す
の
で
、
民
俗
学
と
フ
オ
ク
ロ
ア
の
区
分
の
み
に
絞
る
が
、
か
つ
て
筆

者
は
柳
田
が
一
九
二
六
～
三
二
年
に
お
い
て
は
、
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
を
民
俗
学
と
訳
そ
う
と
し
て
い
た
事
実
を
考
証
し
た
（
岩
本

二
〇
一
八
）。

す
な
わ
ち
、
こ
の
期
に
該
当
す
る
『
世
相
篇
』
で
は
、「
民
俗
学
」
と
い
う
の
は
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
た
と
え
「
フ

オ
ク
ロ
ア
と
し
て
は
失
敗
」
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
直
ち
に
現
在
で
い
う
民
俗
学
と
し
て
の
失
敗
を
意
味
し
な
い
。

こ
の
頃
の
柳
田
の
い
う
フ
ォ
ク
ロ
ア
と
は
、
ロ
ー
マ
の
博
物
館
で
マ
リ
ア
像
の
陳
列
を
み
て
感
心（

13
）（

㉑
二
〇
〇
～
一
）
し
た
よ
う
な

「
甲
乙
丙
を
分
類
比
較
し
て
、
そ
の
進
化
の
径
路
を
一
目
に
明
瞭
な
ら
し
む
る
こ
と
」（
⑤
三
五
九
）
で
あ
っ
て
、
紙
幅
に
限
り
も
あ

る
『
世
相
篇
』
の
中
で
は
、「
方
法
が
拙
い
故
」
に
叙
述
レ
ベ
ル
で
「
失
敗
」
し
た
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

㋓
民
俗
学
と
フ
ォ
ク
ロ
ア
の
使
い
分
け

記
号
の
順
序
は
逆
と
な
る
が
、
柳
田
の
民
俗
学
と
フ
オ
ク
ロ
ア
の
使
い
分
け
に
関
し
て
、『
世
相
篇
』
の
刊
行
と
同
じ
年
の
事
例

か
ら
み
て
み
る
と
、
一
九
三
一
年
の
九
月
刊
『
郷
土
科
学
講
座
』
第
一
冊
に
掲
載
さ
れ
た
「
郷
土
研
究
の
将
来
」
で
は
、「
日
本
の

国
情
は
フ
オ
ク
ロ
ア
と
民
俗
学
と
を
提
携
せ
し
む
」
と
か
「
民
俗
学
と
フ
オ
ク
ロ
ア
と
は
金
鉱
と
砂
金
の
関
係
」
と
論
じ
て
い
る

（
定
本
㉕
四
六
五
、
全
集
に
は
こ
の
頁
な
し
）。
こ
こ
で
い
う
「
民
俗
学
」
は
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
の
日
本
語
訳
だ
と
し
な
け
れ
ば
、
文
意
は

通
ら
な
い
。

こ
れ
よ
り
も
少
し
前
に
な
る
が
、
一
九
二
九
年
が
初
出
の
「
聟
入
考
」
で
も
「
今
日
行
は
れ
て
居
る
民
俗
学
の
一
方
法
、
普
通
に
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Folklore

と
呼
ば
れ
て
居
る
研
究
順
序
が
、
如
何
な
る
程
度
に
ま
で
補
助
し
得
る
か
」（
⑰
六
二
九
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
時
期
の
柳
田
に
お
い
て
は
、
民
俗
学
と
フ
オ
ク
ロ
ア
と
は
別
個
の
存
在
と
し
て
あ
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
一
九
三
〇
年
刊
の

「
東
北
と
郷
土
研
究
」
に
、「
茲
に
フ
ォ
ク
ロ
ア
は
民
俗
学
の
唯
一
の
研
究
方
法
と
な
ら
う
と
し
て
居
る
」（
㉘
三
一
三
）
と
あ
る
よ
う

に
、Folklore

は
民
俗
学
の
一
方
法
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
当
時
の
柳
田
が
構
想
し
て
い
た
「
民
俗
学
」
の
理
念
や
目
的
に
、『
世
相

篇
』
は
極
め
て
合
致
し
た
作
品
だ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
筆
者
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
の
「
民
俗
学
」
だ
っ
た
と
考
え
る
。

㋒
い
わ
ゆ
る
民
俗
（folklore

）
を
あ
ま
り
扱
っ
て
い
な
い
こ
と

先
に
紹
介
し
た
佐
藤
健
二
の
注
釈
本
で
、
そ
の
「
解
説
」
に
、
筆
者
ら
の
世
相
篇
研
究
会
の
注
釈
作
業
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
と
し

て
、
批
判
的
な
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。

「
岩
本
通
弥
氏
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
本
格
的
な
注
釈
を
先
駆
的
に
試
み
た
こ
と
は
聞
い
て
い
た
の
で
、
そ
の
成
果
も
勉
強
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
第
一
章
し
か
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
体
の
印
象
で
は
、
解
釈
が
民
俗
を
め
ぐ
る
注
釈
者
自
身
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

論
や
説
の
探
究

0

0

0

0

0

0

に
深
入
り
し
す
ぎ
て
い
る
。
一
部
の
注
釈
な
ど
、
論
者
の
思
い
の
ほ
う
が
先
に
走
り
だ
し
て
、
本
文
に
戻
れ
な
い
ほ

ど
に
遠
征
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
」（
佐
藤
二
〇
二
三
：
六
九
六
、
傍
点
筆
者
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
批
評
の
中
で
気
に
な
り
、
考
え
込
ん
だ
の
は
、
な
ぜ
「
民
俗
を
め
ぐ
る
注
釈
」
と
い
う
言
い
方
が
な
さ
れ
る
の
か
、
民
俗
学

者
柳
田
の
著
作
と
し
て
、「
民
俗
を
め
ぐ
る
注
釈
」
を
す
る
の
は
当
然
と
思
っ
て
て
い
た
筆
者
に
と
っ
て
、
そ
の
言
い
回
し
は
当
初

奇
妙
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
し
ば
し
熟
視
し
て
み
る
と
、
こ
れ
は
福
田
ア
ジ
オ
に
よ
る
「
世
相
篇
は
民
俗
学
で
は
な
い
」

と
断
じ
る
言
い
方
（
岩
本
二
〇
二
四
：
五
）
と
、
実
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
そ
う
思
う
に
至
っ
た
。

こ
う
考
え
て
作
成
し
た
の
が
、
表
１
の
「『
世
相
篇
』
の
論
述
表
と
『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
の
項
目
の
対
照
表
」
で
あ
る
。
佐
藤

に
よ
る
『
世
相
篇
』
各
章
で
論
述
対
象
に
な
っ
た
事
物
の
一
覧
に
、
福
田
ら
が
編
者
の
『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
の
項
目
を
ク
ロ
ス
さ

せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
表
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
衣
食
住
を
扱
っ
た
第
一
～
三
章
で
は
、
そ
の
論
述
対
象
と
、
民
俗
学
者
が
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表 1．明治大正史世相篇の論述表と日本民俗大辞典の項目の対照表

章 章名 論述対象の事物

1 目に映ずる世相
色、禁色、虹、彩、椿と鶉の流行、園芸、朝顔、木綿、身ぶ
り、しぐさ、染料、染色、葉藍、麻、絹、モスリン、洋服、
制服、仕事着、靴、素足、足袋、音、言論、音楽

2 食物の個人自由

香り、煙草、線香、香の物、火、小鍋、燗、飯、茶碗、杓子、
陶器、米、鮨、魚、酢、醤油、鮮魚、乾物、塩魚、塩、野菜、
青物＊、塩蔵、バナナ、果物、菓子、砂糖、肉食、洋食、料
理茶屋＊、一膳飯、外食

3 家と住心地
木造小屋、住宅様式、小屋、宮、仮屋、割り長屋、部屋、障
子紙、掃除、板ガラス、光、炉、座、こたつ、寝臥法、綿布
団、床、私室、客間、屋根、壁、火事、庭、鉢植え

4 風光推移
風景、名所、都市夜景、城址、公園、港、船、海、平野、屋
根、れんげ、老木、森、並木、塚、石塔、鳥、むくどり、烏、
鳩、雀、鷗、蝙蝠、猫、犬、ねずみ、野獣、狩猟

5 故郷異郷
故郷観、公務、町村合併、入会整理、町の中心、村の異分子、
僧侶、医者、公務員、道路、移住、人気・気質、同郷意識、
外、目、喧嘩、仲裁、顔役、地方抗争、地価、島、山村

6 新交通と文化輸送者
交通機関、人力車、宿・挽子、乗合馬車、自転車、汽車、旅
行、巡礼、遊覧団体、水運、津・岬、行商人、牛方・馬方、
ひじり、旅人、渡り職人、宿屋、本陣、定宿、善根宿

7 酒

社交、祭礼、酒の濫用、居酒、独酌、盃、徳利、猪口、宴会、
酒屋、銘酒、贈答、ビン、税、密造、どぶろく、組合焼酎、
禁酒、禁酒運動、愛酒運動、酒席、お酌、酒盛り、杜氏、家
刀自

8 恋愛技術の消長
かための酒、妻問い＊、嫁入り＊、婿入り＊、主婦、日陰者、
写真婚＊、高砂業（仲人）、寝宿、若者組娘組、青年団＊処女会、
権妻、内縁、遊女、女街、都市の遊里、心中文学、一人者＊

9 家永続の願い

位牌、血食の思想、葬式、墓、石碑、葬地、火葬、霊魂観、
祖霊、亡霊、産土思想、家の移動、立身出世、家長、奉公＊、
棄児＊、職業の分解、家庭愛、教育の子供本位、職業教育、孤
児、親子心中
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10 生産と商業

職業、家業、農家、農閑期、副業、内職、田畑勝手作、米生
産、水産、遠洋漁業、養殖、資本、工場、製造業、輸入、生
産過剰、農村の購買力、商業、消費者、宣伝、百貨店、購買
組合

11 労力の配賦

出稼ぎ、労働者、冬場奉公人、田植え、茶摘み、養蚕、寄親、
親方制度、海外出稼ぎ、移住、植民、女工、海女、販女、職
業婦人、周旋屋、監獄部屋、職業紹介所、組合、海上出稼ぎ
人

12 貧と病
貧乏、零落、孤立、立志伝、分家の自由、天災、救恤、飢饉、
公衆衛生、流行病、結核、トラホーム、眼鏡、金歯、医者、
医療機関、薬、健康法、梅毒、自殺

13 伴を慕う心
団体、農会、会、産業組合、労働組合、親分制度、講、太子
講、頼母子、無尽、青年団、自治精神、処女会、主婦会、流
行、兎、万年青、豚、見物、野次馬、運動、競馬＊、後援会

14 群を抜く力
英雄、天才、選手養成、相撲、人物評論、名士、親分、親分
の割拠、恩義、選挙制度、顔役、神童、成功、落選者、亡者、
落首文学、悪党、掏摸、犯罪、うそ

15 生活改善の目標
社会科学、文化事業、著述、翻訳、円本、読書法、知識欲、
郷土研究、生活改善、教育

注）論述表は、佐藤健二「柳田国男『明治大正史世相篇』」杉山光信編『現代社会学の名著』
中公新書、1989年より。これに福田アジオほか編『日本民俗大辞典（上・下）』吉川弘
文館、1999～2000年（以下、大辞典）で採用された項目を、ゴチックで対照させた。
イタリックは、岩本の執筆項目。それらは岩本が研究しているからという理由で、項
目に採用された可能性が高い。

・青物＊、料理茶屋＊、奉公＊は、青物市、料理屋、奉公人ならば、大辞典にもある。
・青年団＊は大辞典では青年会であるが、青年団にもかなりの言及があるので、内容的にゴ

チックにした。
・妻問い＊、嫁入り＊、婿入り＊は、大辞典にあるのは、妻問婚、嫁入婚、聟入婚であるが、

ゴチックにした。
・写真婚＊は、大辞典では写真花嫁であるが、内容的にゴチックにした。
・一人者＊、棄児＊は、大辞典では独り者、捨子であるが、表記の違いのみなので、ゴチッ

クにした。
・競馬＊は、大辞典では神意を占う行事のことのみなので、ゴチックにはしなかった。
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い
わ
ゆ
る
「
民
俗
」
と
し
て
認
識
し
て
い
る
項
目
と
が
、
だ
い
ぶ
重
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
半
に
行
く
ほ
ど
、
そ
の
割
合
が
低

く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
第
一
〇
章
以
下
は
重
複
が
少
な
く
（
第
一
三
章
を
除
く
）、『
世
相
篇
』
の
後
半
は
今
日
の
民
俗
学
が
対

象
と
す
る
よ
う
な
、
民
俗
事
象
が
論
述
の
中
心
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。

こ
の
ほ
か
、
そ
の
比
較
対
照
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
に
は
〈
イ
ロ
キ
（
イ
ロ
着
）・
色
直
し
・
色
話
は
あ
っ

て
も
、
色
と
い
う
項
目
は
な
し
〉〈
烏
は
あ
っ
て
も
鳩
は
な
し
〉〈
僧
侶
は
あ
っ
て
も
医
者
は
な
し
〉、
さ
ら
に
〈
沓
は
あ
っ
て
も
靴

は
な
し
〉
等
で
あ
り
、
洋
服
や
バ
ナ
ナ
、
板
ガ
ラ
ス
が
な
い
よ
う
に
、
近
代
以
降
に
輸
入
さ
れ
き
た
、
外
来
の
も
の
は
含
ま
れ
て
お

ら
ず
、
日
本
人
の
経
験
し
て
き
た
生
活
事
象
の
す
べ
て
が
対
象
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
生
活
文
化
史
辞
典
で

は
な
く
、
ま
た
民
俗
学
辞
典
で
も
な
く
、
あ
く
ま
で
「
民
俗
」
辞
典
（

≒

民
俗
文
化
財
辞
典
）
な
の
だ
と
評
せ
よ
う
。

ま
た
『
世
相
篇
』
は
、
そ
の
構
成
を
一
瞥
し
て
も
、
い
わ
ば
「
日
常
」
し
か
扱
わ
れ
て
い
な
い
点
が
特
徴
だ
と
い
え
る
。
民
俗
学

が
得
意
と
す
る
、
ハ
レ
と
ケ
の
二
分
法
で
い
う
と
、
ハ
レ
の
行
事
の
よ
う
な
顕
在
化
し
た
「
民
俗
」
を
操
作
し
て
、
何
か
し
ら
を
導

く
よ
う
な
手
法
（
例
え
ば
両
墓
制
を
追
究
す
る
と
、
あ
た
か
も
日
本
人
の
霊
魂
観
や
他
界
観
が
わ
か
る
と
い
っ
た
よ
う
な
論
法
）
は
採
用
し

て
お
ら
ず
、
論
述
対
象
を
そ
う
し
た
視
線
で
見
て
い
な
い
。
第
七
章
の
「
酒
」
の
論
述
を
み
て
も
、
ハ
レ
の
行
事
と
飲
酒
の
関
係
性

な
ど
は
語
ら
ず
、
祭
り
や
祭
礼
、
通
過
儀
礼
の
な
か
で
の
酒
の
飲
み
よ
う
は
、
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
。『
世
相
篇
』
で
議
論
さ
れ

る
の
は
、
徹
頭
徹
尾
、「
日
常
」
な
の
で
あ
る
。

㋔
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
の
『
世
相
篇
』

で
は
、
な
ぜ
柳
田
は
一
九
二
六
～
三
二
年
の
あ
い
だ
、Ethnology
に
「
民
俗
学
」
を
あ
て
た
の
か
。
ま
た
そ
の
期
間
、「Ethnol-

ogy

と
呼
ば
る
ゝ
方
面
だ
け
は
、
行
く
〳
〵
次
第
にN

ational

国
民
的
に
な
る
べ
き
も
の
だ
と
思
つ
て
居
る
」（
一
九
二
六
年
、

④
一
六
〇
）
と
か
、「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
と
で
も
名
づ
く
べ
き
も
の
の
、
特
に
大
切
な
る
こ
と
が
分
っ
て
来
る
」（
一
九
三
〇

年
、
㉘
三
一
二
）
と
い
っ
た
発
言
を
、
柳
田
が
繰
り
返
す
の
は
、
何
ゆ
え
か
。
す
で
に
比
較
を
重
視
し
て
日
本
全
体
を
一
つ
の
社
会

と
見
立
て
た
「
国
民
生
活
誌
」（
④
一
三
七
、
⑰
三
五
〇
）
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
と
同
義
で
あ
る
こ
と
は
論
じ
た
の
で
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（
岩
本
二
〇
二
四
）、
本
稿
で
は
そ
の
歴
史
背
景
や
、
日
本
に
お
け
る
「
民
俗
学
」
の
定
着
過
程
か
ら
、
こ
れ
を
補
足
し
た
い
。

日
本
で
「
民
俗
学
」
な
る
用
字
が
使
わ
れ
た
初
出
（
た
ぶ
ん
東
ア
ジ
ア
で
も
初
出
）
は
、
日
本
初
の
人
類
学
者
と
さ
れ
る
坪
井
正
五

郎
が
一
八
九
〇
年
に
『
東
京
人
類
学
雑
誌
』
五
〇
号
で
、Ethnographie

の
訳
語
に
「
民
俗
学
」
な
る
字
を
用
い
た
の
が
嚆
矢
で
あ

る
（
坪
井
一
八
九
〇
：
二
二
四
）。
一
八
八
九
年
か
ら
三
年
間
欧
州
に
留
学
し
た
彼
が
、
現
地
に
赴
き
、
最
初
に
取
り
掛
か
っ
た
の
が
、

日
本
で
使
用
さ
れ
る
用
語
の
訳
語
が
実
態
に
合
致
し
な
い
と
い
う
問
題
で
、
従
来
、
人
類
誌
あ
る
い
は
土
俗
学
と
訳
し
て
い
たEth-

nographie

を
、「
民
俗
学
」
に
変
更
し
た
。
一
方
、
フ
ォ
ク
ロ
ア
に
対
し
て
は
、
そ
の
学
会
名
のSociété des traditions popu-

laires

を
口
碑
俚
諺
学
会
（
坪
井
一
八
八
九
：
七
九
―
八
〇
）、T

he Folklore Society

を
口
碑
俗
伝
会
（
坪
井
一
八
八
九
：
二
二
八
）

と
訳
し
て
お
り
、「
民
俗
学
」≠

フ
ォ
ク
ロ
ア
で
あ
っ
た
。

「
民
俗
」
と
い
う
漢
字
語
に
は
、
本
来
、
人
民
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
人
び
と
の
意
や
、
民
衆
の
暮
ら
し
ぶ
り
と
い
う
総
体
的
意

味
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
民
情
・
気
質
・
土
地
柄
を
指
す
用
法
な
ど
も
あ
り
（
岩
本
二
〇
二
一
）、
今
日
の
よ
う
に
個
別
的
な
習
わ
し

（folklore

）
を
示
す
よ
う
に
な
る
の
は
、『
東
京
人
類
学
雑
誌
』
誌
上
で
い
え
ば
、
一
九
一
一
年
の
南
方
熊
楠
の
論
文
か
ら
で
あ
る
（
南

方
一
九
一
一
）。
し
た
が
っ
て
、Ethnology
を
本
来
的
な
「
人
び
と
の
学
問
」
と
い
う
意
味
で
柳
田
が
使
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

れ
を
「
民
俗
学
」
と
訳
す
こ
と
は
、
何
ら
奇
異
な
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
原
義
に
適
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

で
は
、
誰
が
民
俗
学
をFolklore

に
結
び
付
け
た
か
。
英
和
辞
典
でfolklore

を
ど
う
訳
し
た
か
を
遡
源
し
て
ゆ
く
と
、
日
本
で

最
初
にfolklore

を
掲
載
し
た
辞
典
は
、
一
八
八
六
年
刊
の
尺せ

き

振
八
『
明
治
英
和
字
典
』
六
合
館
で
、
そ
の
訳
語
と
し
て
「
俗
伝
、
野

乗
」
を
載
せ
て
い
る
。folklore

の
訳
語
に
「
民
俗
学
」
を
初
め
て
使
っ
た
の
は
、
一
九
〇
二
年
の
神
田
乃な

い
ぶ武

ほ
か
編
『
新
訳
英
和

字
典
』
三
省
堂
で
あ
り
、
訳
語
に
は
「
①
民
俗
学
［
民
俗
ノ
伝
説
、
信
仰
、
慣
習
等
ヲ
研
究
ス
ル
モ
ノ
］
②
民
俗
ノ
伝
説
、
信
仰
及

ビ
慣
習
、
俗
伝
」
を
宛
て
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
る
「
民
俗
ノ
伝
説
」
の
「
民
俗
」
も
、
人
び
と
と
い
う
意
で
あ
り
、
こ
の
神
田
ら
の

訳
語
が
の
ち
に
、
上
田
萬
年
ほ
か
編
『
大
正
英
和
辞
典
』（
金
港
堂
、
一
九
一
三
）
の
「
古
俗
学
、
民
俗
学
（
民
衆
ノ
伝
説
、
信
仰
、
及

ビ
風
俗
ヲ
研
究
ス
ル
モ
ノ
）」
や
、
井
上
十
吉
『
井
上
英
和
辞
典
』（
至
誠
堂
書
店
、
一
九
一
五
）
の
「
民
間
の
伝
説
・
信
仰
及
び
習
慣
、



25　日常学・現在史・民俗学

昔
噺
、
民
俗
学
」
へ
と
連
な
っ
て
ゆ
く
。「
民
俗
ノ
」

か
ら
「
民
衆
ノ
」
へ
、
さ
ら
に
「
民
間
の
」
へ
と
い

う
変
化
に
、
輸
入
さ
れ
、
急
展
開
す
る
そ
の
学
史

が
現
れ
て
い
る
。

筆
者
はFolklore

の
訳
語
に
民
俗
学
を
宛
て
た

張
本
人
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
日
本
英
語
教
育
の
開

拓
者
・
神
田
乃
武
（
一
八
五
七
～
一
九
二
三
）
だ
と

推
定
す
る
（
図
４
参
照
）。
一
八
七
一
年
に
米
国
に
渡

航
し
て
一
八
七
九
年
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
を
卒
業
し
て
帰
国
し
た
彼
は
、
翌
年
か
ら
大
学
予
備
門
（
の
ち
の
第
一
高
等
学
校
）
に
奉
職
し
、

帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
か
ら
一
八
九
三
年
に
東
京
商
業
学
校
教
授
に
転
じ
、
の
ち
の
東
京
商
業
大
学
（
現
一
橋
大
学
）
の
英
語
教

育
の
基
礎
を
築
い
た
（
大
場
二
〇
一
四
）。
神
田
ら
以
前
に
は
、folklore

が
採
択
さ
れ
て
い
な
い
辞
典
も
多
く
、
あ
っ
た
と
し
て
も
訳

語
は
尺
の
訳
語
の
踏
襲
や
、
あ
る
い
は
「
魔
女
ノ
事
ニ
関
セ
ル
迷
信
、
怪
談
」
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
、
学
問
と
し

て
の
釈
義
を
初
め
て
説
明
し
え
た
人
物
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
で
、
柳
田
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
『
世
相
篇
』
を
著
し
た
の
で
あ
り
、
翌
年
か
ら
使

い
は
じ
め
る
「
一
国
民
俗
学
」（『
食
物
と
心
臓
』
⑩
三
六
七
）
と
い
う
用
語
も
、
内
実
か
ら
し
てN

ational Ethnology

の
訳
語
か
ら

来
た
も
の
だ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
坪
井
や
柳
田
に
と
っ
て
のEthnology

と
は
、「
人
び
と
」
の
学
と
い
う

意
味
だ
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
し
て
お
き
た
い
。

二
―
三
、『
世
相
篇
』
の
構
造
と
そ
の
叙
述
―
―「
心
中
文
学
の
起
り
」
の
捉
え
方

『
世
相
篇
』
が
衣
食
住
の
個
人
化
を
扱
っ
た
第
一
～
三
章
か
ら
は
じ
ま
り
、
三
章
毎
の
ま
と
ま
り
で
構
成
さ
れ
、
後
半
に
な
る
と

図 4 ．神田乃武：Folklore＝民
俗学の命名者か？

神田は東京商科大学名誉教授の
英学者（1856～1923）杉謙二編纂

『華族画報』華族画報社、1913年
（吉川弘文館、2011年復刻）。
https://commons.wikimedia.org/
w/index.php?curid=52311494
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親
子
心
中
や
孤
立
貧
、
親
分
子
分
と
選
挙
粛
清
、
生
産
過
剰
と
地
方
抗
争
（
流
行
と
選
択
）
な
ど
の
社
会
問
題
の
発
生
に
つ
い
て
収

斂
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。

筆
者
が
関
心
を
持
っ
て
き
た
親
子
心
中
は
、
第
九
章
「
家
永
続
の
願
ひ
」
の
第
六
節
「
家
庭
愛
の
成
長
」
で
、「
家
は
い
よ
〳
〵

人
口
の
増
加
と
共
に
、
次
々
に
分
れ
て
行
」
っ
た
結
果
、「
昔
の
活
き
〳
〵
と
し
た
親
の
愛
を
蘇
ら
せ
」「
思
ひ
を
我
子
の
行
末
に
凝

ら
す
や
う
に
な
」
る
一
方
で
、「
此
頃
頻
々
た
る
親
子
心
中
」
が
「
慈
愛
の
遣
瀬
な
い
一
破
綻
」（
⑤
五
二
一
）
と
し
て
生
起
し
た
と

問
題
提
起
さ
れ
る
。
そ
れ
に
続
い
て
「
家
庭
の
孤
立
を
促
成
し
た
始
の
原
因
、
即
ち
移
動
と
職
業
選
択
と
家
の
分
解
、
及
び
之
に
伴

ふ
婚
姻
方
法
の
自
由
な
ど
の
、
今
日
当
然
の
こ
と
と
認
め
ら
る
ゝ
も
の
ゝ
中
に
、
ま
だ
何
も
の
か
の
条
件
の
必
要
な
る
も
の
が
、
欠
け

て
居
る
の
で
無
い
か
…
我
々
の
生
活
方
法
に
は
必
ず
し
も
深
思
熟
慮
し
て
、
採
択
し
た
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
ぬ
も
の
が
多
い
」（
⑤
五
二
四
）

と
述
べ
、
多
様
な
「
行
掛
り
」
の
絡
み
合
い
に
よ
っ
て
、
親
子
心
中
と
い
う
新
現
象
が
発
現
し
て
い
る
と
い
っ
た
認
識
を
示
し
て
い

る
。こ

れ
を
受
け
て
第
一
二
章
「
貧
と
病
」
第
五
節
「
孤
立
貧
と
社
会
病
」
で
も
、「
日
本
で
は
毎
年
自
殺
者
は
一
万
数
千
、
此
頃
東

京
だ
け
で
も
一
日
に
五
人
づ
ゝ
死
ん
で
行
く
。
一
番
多
い
理
由
は
病
苦
で
あ
る
が
…
強
ひ
て
妻
子
の
其
意
思
も
無
い
も
の
を
同
伴
と

し
て
、
家
を
無
く
し
て
し
ま
は
う
と
い
ふ
考
の
中
に
は
、
説
く
に
も
忍
び
ざ
る
孤
立
感
が
働
い
て
居
た
」（
⑤
五
七
一
）
と
説
い
て
い

る
。
第
一
〇
～
一
二
章
は
全
体
社
会
の
産
業
化
に
つ
い
て
論
究
さ
れ
る
が
、
議
論
は
親
子
心
中
の
発
生
に
収
斂
し
、
す
べ
て
の
歴
史

的
傾
向
性
に
お
い
て
、
共
同
性
か
ら
孤
立
化
の
流
れ
の
下
に
、
か
つ
て
は
相
互
扶
助
の
シ
ス
テ
ム
で
も
あ
っ
た
家
族
親
族
や
親
方
子

方
制
度
も
揺
ら
ぐ
中
で
、
歴
史
的
理
に
適
っ
た
新
た
な
協
同
の
あ
り
方
が
模
索
さ
れ
る
。

筆
者
は
『
世
相
篇
』
で
の
「
親
子
心
中
」
へ
の
言
及
は
、
こ
の
二
カ
所
で
あ
る
と
考
え
、
第
八
章
「
恋
愛
技
術
の
消
長
」
第
五
節

の
「
心
中
文
学
の
起
り
」
は
、
あ
く
ま
で
婚
姻
様
式
や
夫
婦
関
係
の
推
移
に
関
す
る
議
論
だ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第

八
章
を
改
め
て
沈
思
熟
考
し
て
み
る
と
、
第
五
節
の
挿
入
は
、
そ
う
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
第
四
節
ま

で
に
明
治
以
降
に
漸
次
増
加
す
る
内
縁
の
妻
や
権
妻
（
妾
）
を
、
婚
姻
制
度
の
推
移
の
中
で
描
き
出
し
た
の
に
対
し
、
第
五
節
は
「
世
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相
が
一
変
し
た
の
は
独
り
嫁
入
の
方
式
の
み
で
は
無
い
」
と
し
、「
遊
女
が
日
本
文
化
の
稍
奇
抜
な
る
特
徴
と
し
て
、
歴
史
の
一
隅

を
彩
る
」（
⑤
五
〇
二
）
と
、
大
き
く
議
論
を
転
回
さ
せ
て
い
る
。
ど
う
も
『
世
相
篇
』
は
単
純
に
「
世
相
」
の
推
移
を
描
く
の
が
、

主
目
的
の
書
物
で
は
な
い
の
だ
。

定
本
で
は
索
引
が
別
巻
ま
で
は
及
ん
で
お
ら
ず
、
出
処
を
長
く
失
念
し
て
い
た
が
、『
故
郷
七
十
年
』
に
は
「
世
相
と
し
て
の
夫

婦
喧
嘩
」
と
そ
の
消
長
が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。「
婚
姻
制
度
が
昔
風
だ
っ
た
こ
ろ
は
、
誰
で
も
夫
婦
が
会
つ
た
り
別
れ
た
り

す
る
こ
と
を
、
ご
く
無
造
作
に
考
え
て
い
た
」
が
、
や
が
て
女
が
男
の
家
に
来
て
一
緒
に
暮
し
、「
食
わ
せ
て
貰
う
と
い
う
習
慣
」
が

上
流
か
ら
「
並
の
小
さ
い
家
に
も
入
っ
て
」
来
る
と
な
る
と
、
北
斎
漫
画
の
出
た
文
化
文
政
の
頃
か
ら
は
、「
非
常
に
夫
婦
喧
嘩
が

多
く
な
り
、
そ
れ
で
い
て
女
房
は
な
か
な
か
出
て
行
か
な
く
な
つ
た
」
と
綴
っ
て
い
る
（
㉑
七
四
）。

そ
れ
は
「
長
屋
と
い
う
も
の
が
始
ま
り
、
女
房
は
…
長
屋
に
訴
へ
、
世
論
を
バ
ッ
ク
に
し
て
、
自
分
の
地
位
を
保
と
う
と
し
た
」

か
ら
で
、
三
馬
の
滑
稽
本
の
挿
画
に
も
激
し
い
長
屋
の
夫
婦
喧
嘩
が
描
か
れ
て
い
た
も
の
の
、「
そ
れ
が
今
で
は
す
っ
か
り
な
く
な
っ

て
…
み
な
陰
性
の
も
の
に
な
り
」、
物
も
言
わ
ず
、「
亭
主
は
夜
遅
く
帰
っ
て
来
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
残
っ
て
い
る
」
と
し
、「
あ

ら
わ
な
形
の
夫
婦
喧
嘩
の
な
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
れ
は
婚
姻
制
度
の
変
化
か
ら
来
て
い
る
と
見
て
い
い
と
思
う
が
、
そ
れ
こ
そ
明
治

0

0

の
歴
史
に
書
か
ず
に
お
ら
れ
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

よ
う
な
気
が
し
て
い
る
」（
㉑
七
四
～
五
、
傍
点
筆
者
）
と
結
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
夫
婦
喧
嘩
の
盛
衰
は
、
ま
さ
に
『
世
相
篇
』
第
五
節
に
入
れ
て
も
よ
い
内
容
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
が
な
ぜ

「
心
中
文
学（

14
）の

起
り
」
だ
っ
た
の
か
。
近
松
は
北
斎
や
三
馬
よ
り
も
、
も
う
一
つ
昔
で
、
明
治
大
正
か
ら
は
さ
ら
に
遠
い
の
に
、
な

ぜ
こ
れ
を
挿
入
し
た
の
か
。
浮
上
し
て
く
る
の
は
、
第
九
章
と
第
一
二
章
の
各
最
終
節
で
言
及
さ
れ
る
「
親
子
心
中
」
と
押
韻
、
呼

応
さ
せ
る
た
め
だ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
で
も
「
近
代
都
市
に
も
て
は
や
さ
れ
た
心
中
文
学
と
い
ふ
も
の
が
、
概
ね
遊

里
を
発
信
源
と
し
て
居
た
」（
⑤
五
〇
四
、
こ
こ
で
い
う
「
近
代
」
と
は
江
戸
時
代
の
こ
と
）
と
論
じ
る
が
、「
都
府
が
フ
ォ
ク
ロ
ア
の
最

初
の
発
生
地
」（
㉛
四
八
七
）
と
柳
田
が
繰
り
返
し
た
よ
う
に
、『
世
相
篇
』
も
全
体
的
に
「
都
市
の
生
活
が
始
ま
つ
て
か
ら
、
新
し

い
文
化
は
通
例
其
中
に
発
生
し
、
そ
れ
が
漸
を
以
て
周
囲
に
波
及
」（
⑰
六
三
二
）
す
る
と
い
う
文
化
的
法
則
性
に
従
っ
て
い
る
。
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例
え
ば
第
九
章
「
家
永
続
の
願
ひ
」
で
両
墓
制
や
石
碑
乱
立
を
説
く
箇
所
で
も
「
是
に
も
都
市
生
活
の
影
響
を
考
え
ず
に
居
ら
れ

な
い
」（
⑤
五
一
一
）
と
す
る
よ
う
に
、
一
九
二
七
年
の
「
蝸
牛
考
」
以
降
の
彼
の
議
論
は
、
都
市
を
中
核
に
据
え
た
社
会

－

文
化
統

合
プ
ロ
セ
ス
論
（
都
市
文
明
史
）
と
し
て
読
む
べ
き
で
あ
り
、
親
子
心
中
の
捉
え
方
も
、
心
中
と
い
う
発
想
自
体
は
、
村
落
生
活
の

な
か
か
ら
は
自
生
的
に
発
生
し
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
共
に
死
ぬ
と
い
う
観
念
や
行
為
は
ム
ラ
に
は
萌
芽

し
な
い
の
だ
。
外
部
の
影
響
で
文
化
は
変
化
す
る
。
柳
田
の
議
論
は
ど
こ
ま
で
も
文
化
の
外
部
性
の
議
論
な
の
で
あ
る（

15
）。

二
―
四
、
日
常
・
平
凡
・
普
通
―
―「
凡
人
の
心
持
」
へ
の
関
心

前
述
し
た
よ
う
に
『
世
相
篇
』
は
徹
底
的
に
、
そ
の
ま
な
ざ
し
は
「
日
常
」
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。『
世
相
篇
』
刊
行
翌
年
一
月

の
「
食
物
と
心
臓
」
で
は
、「
所
謂
伝
ふ
る
に
足
る
も
の
は
必
ず
一
大
事
件
で
あ
つ
て
、
他
の
平
凡
通
俗
日
常

0

0

0

0

0

0

の
事
件
は
、
わ
ざ
と

研
究
の
目
的
物
か
ら
除
か
れ
た
の
で
…
新
時
代
の
疑
問
は
、
主
と
し
て
此
方
面
か
ら
擡
頭
し
始
め
た
。
…
是
等
の
生
活
事
実
は
何
れ

も
些
細
な
こ
と
で
…
同
時
に
又
そ
れ
が
普
通
で
平
凡
だ
と
思
つ
て
居
る
う
ち
に
、
次
第
に
推
移
つ
て
珍
し
い
も
の
に
な
つ
て
行
か
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
す
る

0

0

0

所
に
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
痕
跡
が
あ
る
」（
⑩
三
六
八
、
傍
点
筆
者
）
と
論
じ
て
い
る
。

柳
田
の
日
常
・
平
凡
・
普
通
へ
の
関
心
を
追
っ
て
ゆ
く
と
、
古
く
は
一
九
〇
八
年
の
「
事
実
の
興
味
」（『
文
章
世
界
』
三
巻
一
四

号
）
に
も
、「
私
は
此
頃
昔
の
凡
人
の
心
持
を
研
究
し
や
う
と
思
つ
て
地
理
書

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
読
ん
で
居
る
が
、
な
か
〳
〵
興
味
の
深
い
も
の
だ
。

所
謂
日
本
歴
史
と
い
ふ
も
の
に
は
、
大
き
な
事
件
と
か
、
大
き
な
人
物
と
か
、
若
く
は
地
位
の
高
い
人
の
こ
と
ば
か
り
し
か
書
い
て

い
な
い
が
、
古
い
地
理
書
の
類
を
読
ん
で
居
る
と
、
当
時
の
凡
人
の
心
持

0

0

0

0

0

が
よ
く
解
る
」（
㉓
六
一
三
、
傍
点
筆
者
）
と
出
て
く
る
が
、

地
理
書
か
ら
「
凡
人
の
心
持
」（
＝
心
意
）
を
読
み
込
む
手
法
は
、
一
九
二
四
年
の
「
木
綿
以
前
の
事
」
の
冒
頭
で
も
試
み
ら
れ
る
、

俳
諧
の
扱
い
方
、
そ
の
読
み
込
み
方
と
同
じ
手
法
だ
と
判
断
さ
れ
る
。

七
部
集
の
炭
俵
の
付
合
「
分
に
な
ら
る
る
娵
の
仕
合
（
利
牛
）／
は
ん
な
り
と
細
工
に
染
ま
る
紅
う
こ
ん
（
桃
隣
）／
鑓
持
ち
ば
か

り
戻
る
夕
月
（
野
坡
）」
か
ら
、「
不
断
着
の
新
し
い
木
綿
着
物
」
を
読
み
取
る
ば
か
り
か
、「
近
い
う
ち
に
分
家
す
る
筈
の
二
番
目
の
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息
子
の
処
へ
、
初
々
し
い
花
嫁
」
が
「
紅
を
ぼ
か
し
た
う
こ
ん
染
め
の
、
袷
か
何
か
を
」
着
た
、
夕
月
の
な
か
鑓
と
鑓
持
ち
の
情
景

が
描
か
れ
た
と
読
み
込
む
の
は
ひ
と
か
た
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
上
品
で
落
ち
着
き
が
あ
り
、
華
や
か
さ
も
合
せ
持
つ
さ
ま
を
表
す

「
は
ん
な
り
と
」
と
い
う
言
葉
に
着
目
し
、
そ
れ
を
「
艶
麗
な
句
柄
」（
⑨
四
二
九
）
と
読
ん
で
、「
芭
蕉
翁
の
元
禄
の
初
め
に
は
、
江

戸
の
人
ま
で
が
木
綿
と
云
へ
ば
、
す
ぐ
に
此
様
な
優
雅
な
優
雅
な
境
涯
を
、
聯
想
す
る
習
は
し
で
あ
つ
た
」（
⑨
四
三
〇
）
と
、
感

情
・
感
覚
の
変
化
（
時
代
性
）
ま
で
読
み
解
く
の
は
、
最
後
に
提
起
す
る
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
論
で
解
す
る
ほ
か
は
な
い

と
考
え
る
。「
涕
泣
史
談
」
も
ま
た
同
じ
手
法
（
思
考
法
）
が
用
い
ら
れ
て
い
よ
う
。

同
じ
『
木
綿
以
前
の
事
』
に
所
収
さ
れ
た
「
何
を
着
て
居
た
か
」
も
、
一
九
一
一
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
の
「
食
物

と
心
臓
」
は
じ
め
、
一
九
二
九
年
の
「
凡
人
史
の
省
察
」
に
お
け
る
「
平
民
生
活
の
研
究
」（
㉘
一
九
二
）
な
ど
、『
世
相
篇
』
の
前

後
、
柳
田
の
文
章
に
は
日
常
・
平
凡
・
普
通
や
、
そ
れ
ら
の
類
語
が
多
用
さ
れ
る
。
一
九
三
八
年
の
「
平
凡
と
非
凡
」
に
は
、
極
め

て
重
要
な
「
我
々
の
平
凡
は
こ
の
国
土
に
根
を
さ
し
た
歴
史
あ
る
平
凡

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
少
な
く
と
も
其
発
生
の
根
源
に
於
て
、
必
要
も
無

く
理
由
も
無
い
と
い
ふ
も
の
は
一
つ
だ
つ
て
有
り
得
な
い
。
さ
う
し
て
そ
れ
が
又
大
な
る
集
合
の
力
に
な
つ
て
、
我
々
を
統
制
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

時
代
を
形
づ
く
つ
た
」（
㉚
一
一
九
、
傍
点
筆
者
）
と
い
う
文
言
も
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
柳
田
の
「
日
常
」
研
究
は
一
九
四
〇
年
前
後
に
な
る
と
、
あ
ま
り
目
立
た
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。
単
行
本
と
し
て

は
そ
れ
ま
で
の
論
考
を
収
録
し
た
一
九
三
九
年
の
『
木
綿
以
前
の
事
』
や
一
九
四
一
年
の
『
食
物
と
心
臓
』
が
刊
行
さ
れ
る
が
、
論

文
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
は
固
有
信
仰
や
日
本
人
論
に
傾
い
て
ゆ
く
。
論
文
「
木
綿
以
前
の
事
」
が
所
収
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
、
初
出

に
あ
っ
た
「
時
代
の
心
理
」（『
女
性
』
六
巻
四
号
、
二
八
四
頁
、
一
九
二
四
年
）
が
、「
国
民
の
心
理
」（
⑨
四
三
五
）
に
書
き
換
え
ら
れ

て
い
る
の
は
、
そ
の
象
徴
か
、「
日
常
」
研
究
は
終
焉
を
迎
え
る
。
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三
、
文
化
移
転
・
実
験
の
史
学
・
主
体
の
外
部
性

三
―
一
、
柳
田
に
お
け
る
文
化
の
外
部
性

柳
田
は
『
遠
野
物
語
』
刊
行
の
翌
一
九
一
一
年
に
、
そ
の
批
評
に
対
し
て
「
己
が
命
の
早
使
ひ
」
と
い
う
文
章
の
中
で
、「
鏡
花

君
始
め
、
何
だ
、
幾
ら
も
型
の
あ
る
話
ぢ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

や0

な
い
か

0

0

0

、
と
い
ふ
や
う
な
顔
色
を
し
た
人
が
、
段
々
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、
負
け
惜
し
み

の
や
う
だ
が
、
自
分
は
、
あ
れ
を
書
い
て
時
か
ら
、
あ
の
話
が
遠
野
だ
け
に
し
か
な
い
話
だ
と
は
思
つ
て
居
な
か
つ
た
。
寧
ろ
西
は

九
州
の
果
に
ま
で
、
類
型
の
あ
る
の
を
、
珍
重
し
た
く
ら
ゐ
だ
つ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
列
記
し
た
ら
ば
、
そ
の
面
白
味
が
減
る

と
思
つ
て
、
木
地
を
出
す
事
に
ば
か
り
苦
心
し
た
…
こ
の
話
の
日
本
に
於
け
る
元
祖
は
、
ず
つ
と
八
九
百
年
の
昔
に
あ
つ
て
、『
今

昔
物
語
』
の
中
に
は
、
こ
れ
に
似
た
話
が
二
つ
三
つ
あ
る
。
…
こ
の
話
の
如
き
は
、
何
故
に
か
う
い
ふ
思
ひ
も
付
か
ぬ
事
が
、
古
今

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

東
西
か
た
ち
を
同
じ
く
し
て
居
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
不
思
議
と
い
へ
ば
、
事
実
そ
れ
自
身
よ
り
も
こ
の
方
が
猶
不
思
議
な
く
ら
ゐ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
」（
⑳

三
三
一
～
三
、
傍
点
筆
者
）
と
返
し
て
い
る
。

同
じ
よ
う
な
言
い
方
及
び
そ
の
関
心
の
あ
り
よ
う
は
、
未
発
表
の
論
考
「
比
較
民
俗
学
の
問
題
」
に
も
見
て
取
れ
る
。
雑
誌
『
朝

鮮
民
俗
』
へ
の
草
稿
で
一
九
四
〇
年
頃
の
執
筆
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
柳
田
は
基
本
的
に
隣
接
民
族
に
類
似
を
見
る
よ
り
「
此
仕

事
は
縁
の
遠
い
異
民
族
の
隅
々
ま
で
行
届
い
て
、
始
め
て
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
る
」
と
す
る
一
方
、
類
似
よ
り
差
異
を
「
近
い

三
百
年
五
百
年
の
間
の
、
隔
絶
孤
立
の
発
達
を
考
へ
」（
㉚
七
一
）、「
中
間
の
…
推
移
」（
㉚
六
九
）
こ
そ
重
視
す
べ
き
で
あ
っ
て
、「
単

な
る
日
鮮
の
間
の
一
致
だ
け
を
珍
重
」（
㉚
七
二
）
す
る
の
は
、「
学
問
の
二
葉
で
す
ら
も
無
い
」（
㉚
七
〇
）
と
、
遠
い
世
界
的
な
分

布
の
な
か
で
把
捉
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
柳
田
の
認
識
の
下
、『
北
安
曇
郡
郷
土
誌
（
俗
信
俚
諺
編
）』
を
め
ぐ
る
一
志
茂
樹
と
の
確
執
は
、
内
容
的
に
興
味
深

い
。
一
志
に
よ
れ
ば
、
顧
問
の
柳
田
に
一
万
五
千
枚
の
カ
ー
ド
を
持
参
し
た
と
こ
ろ
、「
先
生
は
青
筋
を
立
て
て
お
こ
」
り
、「
時
間
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が
も
っ
た
い
な
い
」、「『
俚
諺
大
辞
典
』
に
載
っ
て
い
る
の
は
削
除
」
す
れ
ば
「
三
分
の
一
か
、
四
分
の
一
に
な
る
」、「
民
俗
学
は

ま
だ
若
い
学
問
で
、
僕
ら
、
い
ま
非
常
に
苦
労
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
僕
の
指
導
し
て
い
る
仕
事
と
し
て
は
…
認
め
ら
れ
な
い
」
と

述
べ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
一
志
は
、「
あ
る
一
つ
の
俚
諺
が
上
田
で
も
、
九
州
で
も
あ
る
い
は
新
潟
で
も
使
っ
て
い
る
。
し

か
も
そ
れ
が
北
安
曇
郡
内
で
使
っ
て
い
る
こ
と
が
大
事
」
だ
と
反
論
し
、
平
行
線
と
な
る
と
、
柳
田
は
「
僕
の
学
問
を
割
拠
形
態
に

陥
ら
せ
て
し
ま
う
叛
逆
行
為
だ
…
来
る
必
要
は
な
い
」
と
怒
り
心
頭
だ
っ
た
と
さ
れ
る
（
一
志
一
九
六
五
：
一
六
五
～
六（

16
））。

九
州
や
新
潟
に
あ
る
と
し
て
も
、「
北
安
曇
郡
内
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
事
」
だ
と
す
る
一
志
の
議
論
は
、
間
違
い
な
く
正

論
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
比
較
研
究
の
重
要
性
を
訴
え
続
け
、
伝
承
と
伝
播
（
世
代
的
伝
達
と
空
間
的
伝
達
）
を
軸
に
し
た
理
論
を

構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
柳
田
か
ら
す
る
と
、
究
極
的
な
そ
の
考
え
方
は
、
畢
竟
、
村
の
こ
と
を
知
る
の
に
、
村
の
こ
と
だ
け
調
べ

て
い
て
も
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
研
究
目
的
が
違
う
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
が
、
共
同
体
レ
ベ
ル

で
は
捉
え
切
れ
な
い
親
子
心
中
の
問
題
を
考
え
る
な
ら
ば
、
特
に
『
山
の
人
生
』
冒
頭
に
掲
げ
た
二
つ
の
事
件
の
提
示
の
仕
方
か
ら

す
る
と
、
そ
の
意
図
は
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

三
―
二
、
柳
田
に
お
け
る
意
識
の
外
部
性

と
こ
ろ
で
、
柳
田
は
こ
の
よ
う
な
文
化
の
外
部
性
を
見
出
し
た
だ
け
で
は
留
ま
ら
な
い
。
先
に
紹
介
し
た
「
我
々
の
平
凡
は
こ
の

国
土
に
根
を
さ
し
た
歴
史
あ
る
平
凡
で
あ
」
り
、「
大
な
る
集
合
の
力
に
な
つ
て
、
我
々
を
統
制
す
る
」
と
は
、「
凡
人
の
心
持
」
や

心
意
と
し
て
、
個
々
人
の
意
識
を
重
視
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
超
え
た
、
間
主
観
性
を
踏
ま
え
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ら
に
は

そ
の
先
の
、
意
識
の
外
部
性
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
柳
田
は
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
も
先
に
み
た
「
比
較
民
俗
学
の
問
題
」
に
お
い
て
、
彼
は
「
日
常
生
活
に
は
個
人
の
意
思
が
、
働
く
場
合
が
至
つ
て
少
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

そ
れ
が
又
風
習
と
謂
ひ
慣
行
と
い
ふ
も
の
ゝ
特
徴
で
も
あ
る
の
で
、
変
り
移
る
と
す
れ
ば
平
ら
一
面
に
、
し
か
も
緩
や
か
に
同
じ
方

角
へ
動
き
、
そ
れ
が
又
若
干
の
遅
い
早
い
が
あ
る
こ
と
は
、
決
し
て
最
近
の
新
文
化
の
浸
潤
だ
け
で
は
無
い
」（
㉞
一
四
一
～
二
、
傍
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点
筆
者
）
と
述
べ
て
い
る
。

あ
る
い
は
一
九
三
一
年
の
「
民
間
暦
小
考
」
で
も
、「
人
間
が
各
自
の
智
慮
と
勤
勉
と
の
み
に
、
全
幅
の
信
任
を
置
く
こ
と
が
出

来
な
か
つ
た
時
代
に
は
、
何
か
隠
れ
た
る
要
件
が
外
に
在
つ
て
、
そ
れ
を
具
備
す
る
者
の
み
が
成
功
す
る
の
で
は
無
い
か
と
い
ふ
想

像
は
、
無
論
今
よ
り
も
更
に
強
か
つ
た
」
と
し
て
、
か
つ
て
の
人
間
が
「
風
俗
習
慣
の
根
本
の
拘
束
力
」（
⑳
二
三
五
）
に
大
い
に
依

存
し
て
い
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

い
っ
た
い
柳
田
は
人
間
の
主
体
性
を
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
、
単
純
に
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
風
の
個
人
の
意
識
や
主

観
性
が
自
律
的
で
固
定
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
歴
史
的
社
会
的
な
文
脈
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
変
化
す
る
も
の
だ
と
見
な
し
て
い
た

だ
け
だ
っ
た
の
か
（
フ
ー
コ
ー
二
〇
二
〇
＝
一
九
七
五
）。
そ
れ
と
も
『
世
相
篇
』
は
近
代
を
生
き
る
読
者
に
、「
選
択
」
と
い
う
賢
い

「
判
断
力
」
を
働
か
せ
る
よ
う
、
そ
の
主
体
性
を
磨
く
こ
と
を
説
く
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
由
意
志
が
働
か
な
か
っ
た
以
前
と
は

違
い
、
今
後
の
社
会
は
そ
れ
で
は
済
ま
な
い
と
い
っ
た
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ギ
デ
ン
ズ
流
の
、
ポ
ス
ト
近
代
に
お
け
る
再
帰
的
主
体
の

よ
う
な
主
張
を
し
て
い
た
の
か
（
ギ
デ
ン
ズ
二
〇
二
一
＝
一
九
九
一
）。
最
後
に
、
こ
の
課
題
に
迫
っ
て
い
こ
う
。

三
―
三
、
田
山
花
袋
『
重
右
衛
門
の
最
後
』
の
評
価
と
「
実
験
の
史
学
」

こ
れ
と
関
連
し
て
ま
ず
検
討
す
べ
き
は
、
親
友
・
田
山
花
袋
の
『
重
右
衛
門
の
最
後
』
を
評
価
し
た
理
由
と
「
実
験
の
史
学
」
の

関
係
性
で
あ
る
。
柳
田
が
日
本
の
自
然
主
義
文
学
の
立
ち
上
が
り
に
、
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
改
め
て
紹
介
し
な
い
が
、「
君

は
田
山
君
の
ど
の
作
が
一
番
に
、
頭
に
残
つ
て
居
ま
す
か
と
島
崎
氏
か
ら
聞
か
れ
た
が
、
私
は
や
は
り
『
重
右
衛
門
の
最
後
』
と
答

へ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
」（
㉘
二
七
六
）
と
し
た
り
、「
私
は
わ
ざ
わ
ざ
訪
ね
て
行
っ
て
『
こ
れ
は
一
番
同
情
あ
る
作
品
だ
っ
た
』
と

い
っ
て
ほ
め
た
。
今
も
私
は
あ
の
作
品
に
は
感
心
し
て
い
る
」（
㉑
一
五
七
）
と
述
べ
た
こ
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
い
う
「
同
情
」
と
は
、
と
り
あ
え
ず
千
葉
徳
爾
の
指
摘
す
る
「
当
人
の
心
持
と
同
じ
感
情
を
自
己
の
中
に
も
よ
び
起
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
人
び
と
の
行
動
と
心
と
を
『
理
解
』
す
る
と
い
う
こ
と
」（
千
葉
一
九
七
八
：
一
四
七
）
と
し
て
お
く
が
、『
重
右
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衛
門
の
最
後
』
の
プ
ロ
ッ
ト
を
簡
単
に
紹
介
す
る
な
ら
、
先
天
的
不
具
と
環
境
の
影
響
で
孤
立
し
、
村
人
に
疎
ま
れ
た
重
右
衛
門
が
、

放
火
を
繰
り
返
し
た
結
果
、
村
人
た
ち
の
恐
怖
と
不
安
が
頂
点
に
達
し
、
最
終
的
に
村
人
た
ち
の
集
団
リ
ン
チ
に
よ
っ
て
惨
殺
さ
れ

る
と
い
う
物
語
と
し
て
、
彼
の
悲
劇
的
な
人
生
と
村
の
閉
鎖
性
が
描
か
れ
る
。
花
袋
が
一
九
〇
二
年
、
三
〇
歳
の
と
き
に
発
表
し
た

作
品
で
、
特
赦
事
例
を
柳
田
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
と
す
る
説
も
あ
る
。

こ
こ
で
柳
田
の
特
殊
用
法
「
同
情
」
と
関
連
す
る
の
は
、
同
じ
く
柳
田
の
頻
繁
に
使
う
「
実
験
」
と
い
う
用
語
で
あ
ろ
う（

17
）。『

世

相
篇
』
に
も
「
実
験
の
歴
史
」（
⑤
三
四
二
）
と
い
う
言
い
回
し
が
第
一
章
第
一
節
か
ら
登
場
す
る
が
、
こ
の
表
現
は
自
然
主
義
運
動

（
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
）
の
下
、「
実
験
の
人
文
科
学
」
と
し
て
「
実
験
の
史
学
」（
一
九
三
五
年
、
㉒
四
一
六
―
三
）
を
打
ち
立
て
た
い
と

す
る
意
気
込
み
を
示
し
て
い
る
。
大
塚
英
志
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
の
実
験
小
説
論
（
一
八
八
〇
年
）
に
影
響
を

受
け
、
あ
り
の
ま
ま
の
事
実
を
重
視
す
る
、
自
然
主
義
運
動
の
延
長
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
（
大
塚
二
〇
〇
七
ｂ
、
二
〇
一
三
）。

理
想
化
を
行
わ
ず
、
現
実
の
ま
ま
に
描
写
す
る
文
学
運
動
で
あ
っ
た
が
、
柳
田
が
「
実
験
」
を
「
素
養
あ
る
者
の
、
計
画
あ
り
予
測

あ
る
観
察
の
こ
と
」（
㉒
四
二
二
）
と
定
義
す
る
の
は
、
ゾ
ラ
の
「
実
験
は
検
証
の
目
的
で
誘
発
さ
れ
た
観
察
」（
ゾ
ラ
一
九
七
〇
：

七
九
三
）
と
重
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
史
学
に
拡
張
し
た
も
の
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

ゾ
ラ
は
作
家
の
想
像
や
作
為
だ
け
で
小
説
を
書
く
の
で
は
な
く
、
科
学
者
の
よ
う
な
態
度
で
人
生
を
観
察
し
、
さ
ら
に
い
ろ
い
ろ

な
条
件
を
与
え
て
実
験
す
る
よ
う
に
小
説
を
構
成
す
る
方
法
を
説
い
た
。
特
に
「
遺
伝
」
と
「
環
境
」
を
重
視
し
た
が
、「
遺
伝
」
と

は
例
え
ば
労
働
者
階
級
で
あ
る
こ
と
や
、「
環
境
」
は
田
舎
か
ら
パ
リ
へ
移
動
し
た
こ
と
も
含
ん
で
い
る
（
岩
本
二
〇
二
四
）。

三
―
四
、
意
識
や
社
会
を
超
え
る
も
の
と
し
て
の
無
意
識

『
重
右
衛
門
の
最
後
』
を
高
く
評
価
す
る
理
由
を
、
も
う
少
し
深
堀
り
し
て
ゆ
く
な
ら
、『
物
語
と
語
り
物
』
で
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

の
史
伝
的
散
文
集
『
サ
ガ（

18
）』

を
読
ん
だ
柳
田
が
、「
こ
ゝ
に
は
善
悪
の
判
断
も
無
く
、
ま
し
て
因
果
の
理
法
の
考
察
な
ど
は
、
塵
ほ

ど
も
加
は
つ
て
お
ら
ず
、
言
は
ゞ
現
実
が
思
想
の
外
に
超
越
し
て
居
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
し
、「
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
意
欲
と
激
情
と
、
そ
の
結
果
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の
目
ざ
ま
し
さ
の
み
が
、
端
的
に
聴
く
者
の
胸
を
打
つ
」（
一
九
四
四
年
「
黒
百
合
姫
の
祭
文
」
⑮
四
二
七
、
傍
点
筆
者
）
と
絶
賛
し
て

い
る
。

こ
れ
を
『
重
右
衛
門
の
最
後
』
の
花
袋
の
言
葉
と
重
ね
て
み
る
と
、「
思
想
」
と
は
花
袋
的
に
は
所
詮
「
第
二
の
自
然
」（「
六
千
年

以
来
の
歴
史
習
慣
」＝
社
会
）
に
し
か
過
ぎ
な
い
こ
と
と
な
る
。
人
間
の
荒
々
し
い
「
自
然
」
を
「
六
千
年
以
来
の
歴
史
習
慣
」
は
よ

り
よ
く
改
変
し
て
「
第
二
の
自
然
」
を
作
っ
て
き
た
が
（
田
山
一
九
五
二
：
一
九
九
）、
人
間
は
普
段
は
「
社
会
」
の
掟
や
、
習
慣
に

従
う
こ
と
に
何
ら
疑
問
も
持
た
な
い
も
の
の
、
重
右
衛
門
の
事
件
の
よ
う
な
人
間
の
「
自
然
」
と
「
社
会
」
が
衝
突
す
る
場
合
も
あ

る
と
し
て
、
そ
の
葛
藤
こ
そ
「
胸
を
打
つ
」
の
だ
と
、
柳
田
は
見
な
し
て
い
よ
う
。

さ
ら
に
柳
田
は
「
や
る
瀬
も
無
い
悲
壮
と
惨
虐
、
批
判
を
絶
し
た
る
闘
諍
の
痛
烈
さ
、
つ
ま
り
私
の
謂
は
う
と
す
る
サ
ガ
的
分
子
」

（
⑮
四
二
九
）
と
表
現
す
る
が
、
そ
の
言
い
回
し
は
先
に
も
紹
介
し
た
『
世
相
篇
』
の
「
慈
悲
の
遣
瀬
な
い
一
破
綻
」（
⑤
五
二
一
）
や
、

『
山
の
人
生
』
冒
頭
の
「
偉
大（

19
）な

る
人
間
苦
」（
③
四
八
七
）
と
評
し
た
親
子
心
中
事
件
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
や
態
度
と
近
く
、
彼
の

関
心
の
淵
源
は
こ
こ
に
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
「
是
は
私
の
癖
か
も
知
ら
ぬ
が
、
い
つ
も
至
っ
て
小
さ
な
事
実
か
ら
問
題
の

手
掛
か
り
を
求
め
よ
う
と
す
る
」（
⑮
四
二
九
）
と
も
述
べ
た
が
、
彼
が
重
視
し
た
「
事
実
」
と
は
「
思
想
の
外
に
超
越
」
し
た
「
現

実
」
な
の
だ
ろ
う
。「
第
二
の
自
然
」＝「
社
会
」
や
「
歴
史
習
慣
」
で
は
な
く
、
そ
れ
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
「
第
一
の
自
然
」
に
属

す
る
「
事
実
」「
現
実
」
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
人
間
世
界
は
覆
わ
れ
て
い
る
と
見
た
の
が
、
お
そ
ら
く
柳
田
の
究
極
的
な
人
間
観
で

は
な
か
っ
た
か
。
文
学
だ
け
で
な
く
、
文
学
を
辞
め
た
の
ち
に
も
、
柳
田
の
思
想
は
民
俗
学
に
お
い
て
も
自
然
主
義
（
ゾ
ラ
イ
ズ
ム
）

の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、『
山
の
人
生
』
の
冒
頭
の
二
件
の
親
子
心
中
事
件
が
置
か
れ
た
こ
と
や
、『
世
相
篇
』
で

の
心
中
文
学
、
お
よ
び
親
子
心
中
の
扱
い
も
同
様
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
し
て
い
る
。

『
言
語
伝
承
と
無
意
識
―
―
精
神
分
析
と
し
て
の
民
俗
学
』
を
著
し
た
岡
安
裕
介
に
よ
れ
ば
、「
無
意
識
伝
承
」
と
い
う
言
葉
が
定

本
索
引
で
一
四
箇
所
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
柳
田
に
と
っ
て
「
無
意
識
」
は
極
め
て
重
要
な
キ
ー
概
念
だ
っ
た
と
主
張
さ
れ
る
（
岡

安
二
〇
二
〇
）。
例
え
ば
「
此
種
の
世
間
話
の
発
生
し
た
事
情
を
考
え
て
見
る
と
…
久
し
い
無
意
識
伝
承
に
養
わ
れ
た
一
種
の
深
山
の
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霊
地
で
あ
つ
た
故
に
」（
⑥
四
八
三
、「
狼
と
鍛
冶
屋
の
姥
」
一
九
三
一
年
が
「
無
意
識
伝
承
」
の
初
出
）
や
、「
山
が
我
々
の
後
世
前
世
で

あ
つ
た
時
代
の
、
無
学
な
る
愛
慕
が
無
意
識
に
遺
伝
し
て
ゐ
た
の
」（「
広
遠
野
譚
」
一
九
三
二
年
、
⑪
八
〇
）
な
ど
の
よ
う
に
用
い
ら

れ
て
い
る
。
柳
田
の
議
論
に
は
フ
ロ
イ
ト
へ
の
言
及
も
多
い（

20
）。

『
世
相
篇
』
で
も
「
日
本
国
民
が
古
く
か
ら
貯
へ
て
居
た
夢
と
幻
と
の
資
料
」（
⑤
三
四
六
）
で
い
う
夢
や
幻
の
み
な
ら
ず
、「
共
同

の
幻
覚
」（
⑤
三
六
五
）
や
「
異
常
な
る
心
理
の
激
動
」（
⑤
三
六
五
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
無
意
識
」
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

研
究
素
材
化
は
『
民
間
伝
承
論
』
や
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』
は
い
う
に
及
ば
ず
、
戦
後
の
「
民
俗
学
教
本
案
」
や
「
民
俗
学
」
で

も
、
例
え
ば
「
幻
覚
の
発
達
」（
㉞
八
一
八
）
を
は
じ
め
、「
夢
の
構
成
分
子
は
無
意
識
の
経
験
で
あ
る
。
一
人
称
の
物
語
の
う
ち
に

こ
れ
が
あ
る
」（
㉞
八
三
三
）
な
ど
、
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

の
ち
に
『
口
承
文
芸
史
考
』
に
収
ま
る
、「
夢
と
文
芸
」（
一
九
三
八
年
）
の
よ
う
に
、
夢
が
論
題
に
な
っ
た
も
の
さ
え
あ
り
、「
一
家

一
門
の
同
じ
悩
み
を
抱
い
た
人
々
が
、
時
と
処
を
異
に
し
て
同
じ
夢
を
見
、
そ
れ
を
語
り
合
つ
て
愈
々
其
信
仰
を
固
め
る
と
い
ふ
場
合

で
あ
る
…
自
分
は
夙
く
か
ら
是
を
共
同
幻
覚
と
呼
ん
で
居
る
」（
⑯
五
〇
二
）
と
論
じ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
前
述
し
た
東
京
教
育

大
学
系
の
民
俗
学
者
た
ち
は
、『
民
間
伝
承
論
』
や
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』
の
中
の
周
圏
論
や
重
出
立
証
法
の
み
を
介
し
た
型
式

学
的
歴
史
復
原
だ
け
が
「
方
法
」
だ
と
見
な
し
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

お
わ
り
に
―
―「
不
幸
の
根
本
は
境
遇
」
あ
る
い
は
「
行
掛
り
」

い
う
ま
で
も
な
く
、
柳
田
の
生
活
資
料
（
民
俗
資
料
）
の
三
部
分
類
は
、
①
有
形
文
化
（
生
活
外
形
）
②
言
語
芸
術
（
生
活
解
説
）

③
心
意
現
象
（
生
活
意
識
）
の
う
ち
、
第
二
部
の
言
語
伝
承
（
解
説
あ
る
い
は
語
り
）
に
よ
っ
て
、
第
一
部
や
第
三
部
へ
も
接
近
で
き

る
と
し
た
の
が
、
そ
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
多
数
の
民
俗
語
彙
を
編
纂
し
た
の
も
、
言
葉
の
優
位
性
を
重
視
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
が
、

と
こ
ろ
が
岡
に
よ
る
と
、
柳
田
の
蔵
書
に
あ
る
、H

uge Crichton-M
iller, P

sycho-analysis and Its D
erivatives, 1933

に
は
、
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「
無
意
識
は
非
言
語
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
無
意
識
的
観
念
は
、
そ
れ
が
言
語
表
象
と
結
び
つ
か
な
い
限
り
、
前
意
識
に
さ
え
達

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
す
る
箇
所
に
線
引
き
が
あ
る
と
い
う
（
岡
安
二
〇
二
〇
：
九
二
）。
柳
田
の
想
定
し
た
言
語
伝
承
に
よ
る

ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
無
意
識
に
対
し
て
は
不
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。

柳
田
は
の
ち
に
『
青
年
と
学
問
』
に
収
録
さ
れ
る
一
九
二
四
年
の
「
旅
行
と
歴
史
」
で
、「
人
間
の
不
幸

0

0

0

0

0

の
大
部
分
が
天
災
地
変

で
無
く
、
或
は
何
人
か
の
悪
い
考
、
又
は
誤
ま
つ
た
考
か
ら
出
て
居
る
こ
と
は
、
宗
教
家
で
無
く
て
も
之
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

し
か
も
そ
の
誤
れ
る
考
は
勿
論
の
こ
と
、
所
謂
悪
い
考
と
い
ふ
も
の
で
も
、
更
に
今
一
つ
根
本
に
溯
つ
て
見
る
と
、
或
い
は
境
遇
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

あ
り
又
は
行
掛
り

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
つ
た
」（
④
四
九
、
傍
点
筆
者
）
と
述
べ
て
い
る（

24
）。

ゾ
ラ
の
「
遺
伝
」
と
「
環
境
」
を
踏
ま
え
た
も
の
と
も
思

わ
れ
る
が
、
個
々
人
の
不
幸
や
責
任
は
、
畢
竟
、
個
人
に
還
元
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、「
境
遇
」
や
「
行
掛
り
」
に
行
き
着
く
と
い
っ

た
人
間
観
・
社
会
観
は
、『
重
右
衛
門
の
最
後
』
の
「
第
一
の
自
然
」
と
「
第
二
の
自
然
＝
社
会
」
の
相
克
に
呼
応
し
て
い
る
。

実
は
こ
う
し
た
捉
え
方
は
、
先
端
科
学
の
分
野
で
も
最
近
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
社
会
心
理
学
者
・
小
坂

井
敏
晶
は
『
責
任
と
い
う
虚
構
』
の
中
で
、「
人
間
が
主
体
的
存
在
で
あ
り
、
自
己
の
行
為
に
対
し
責
任
を
負
う
と
い
う
考
え
は
近

代
市
民
社
会
を
支
え
る
」
が
、「
他
方
、
人
間
が
自
律
的
な
存
在
で
は
な
く
、
常
に
他
者
や
社
会
環
境
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
事

実
を
社
会
科
学
は
実
証
す
る
」
と
し
、「
人
格
と
い
う
我
々
の
内
的
要
因
も
元
を
質
せ
ば
、
親
か
ら
受
け
た
遺
伝
形
質
に
家
庭
教
育

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

や
学
校
な
ど
の
社
会
影
響
が
作
用
し
て
形
成
さ
れ
る
。
我
々
は
結
局
、
外
来
要
素
の
沈
殿
物
の
よ
う
な
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

だ
」（
小
坂
井
二
〇
〇
八
：

ⅱ
、
傍
点
筆
者
）
と
説
い
て
い
る
。

柳
田
の
人
間
理
解
と
極
め
て
相
似
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
小
坂
井
は
「
大
脳
生
理
学
や
認
知
心
理
学
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
行

為
は
意
志
や
意
識
が
引
き
起
こ
す
の
で
は
な
い
。
…
意
志
や
意
識
は
他
の
無
意
識

0

0

0

の
認
知
過
程
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
」（
同
ⅱ
、
傍
点

筆
者
）
と
述
べ
、
無
意
識
が
自
由
意
志
や
意
識
を
司
っ
て
い
る
と
し
、
人
間
の
「
意
志
決
定
が
あ
っ
て
か
ら
行
為
が
遂
行
さ
れ
る
と

い
う
常
識
は
誤
り
」
だ
と
す
る
（
同
ⅱ
～
ⅲ
、
二
二
～
二
五
）。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
の
進
展
で
、
知
・
情
・
意
の
大
量
記
憶
も
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
はN

eural N
etw

ork （
21
）と

呼
ば
れ
る
機
械
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学
習
モ
デ
ル
に
よ
り
Ａ
Ｉ
技
術
が
急
激
に
発
達
し
た
こ
と
で
、

今
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
心
（
意
識
・
ク
オ
リ
ア
）
を
如
何
に
持
た
せ

る
か
ま
で
が
、
現
実
化
し
つ
つ
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
で
も
同
様

の
捉
え
方
が
拡
が
っ
て
い
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
者
の
前
野
隆
司

は
、「
人
の
『
意
識
』
と
は
、
心
の
中
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

も
の
で
は
な
く
、『
無
意
識
』
が
や
っ
た
こ
と
を
後
で
把
握
す

る
た
め
の
装
置
に
す
ぎ
な
い
」
と
し
、「
主
体
的
だ
と
思
っ
て

い
る
私
た
ち
の
「
知
」「
情
」「
意
」「
意
識
」
と
い
っ
た
も
の

は
、
実
は
こ
と
の
ほ
か
受
動
的
で
他
力
本
願
な
も
の
な
の
に
、

人
間
は
、
そ
れ
ら
を
な
ん
と
な
く
主
体
的
な
も
の
で
あ
る
か
の

よ
う
に
錯
覚
す
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
」（
前
野
二
〇
一
〇
＝

二
〇
〇
四
：
五
九
）
と
し
て
、
図
５
で
見
る
よ
う
な
「
受
動
意

識
仮
説
」
を
提
言
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
議
論
は
い
ず
れ
も
「
リ
ベ
ッ
ト
実
験
」
と
呼
ば
れ

る
、
一
九
八
三
年
に
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
リ
ベ
ッ
ト
が
行
っ
た
脳

神
経
科
学
の
実
験
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
、
意
識
の
前
に
動
作
が

先
行
す
る
事
実
が
実
証
さ
れ
た
こ
と
が
論
拠
と
な
っ
て
い
る
。

リ
ベ
ッ
ト
は
運
動
（
動
作
）
を
生
み
出
す
脳
内
事
象
が
、
実
験

参
加
者
が
決
定
を
下
し
た
こ
と
に
気
づ
く
よ
り
も
、
約
三
五
〇

ミ
リ
秒
前
に
は
起
こ
っ
て
い
る
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
換
言

図 5 ．受動意識仮説における「意識」の模式図
　一般的には「意識」とは、左図のように、自己の中心にあって「知」「情」「意」や「記
憶と学習」全体を統合し、すべてを決定する主体的な存在と考えられているが、受動意識
仮説（右図）では、無意識の行った自律分散的な結果を、川の下流で流れてくる情報を待っ
ているかのように、受動的に受け入れ、自分のやったことと幻想して、自己の直列的な経
験（原因と結果を結びつける物語）として、エピソード記憶に変換する機能だとされる（図は、
前野2010：104～105より）。
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す
る
と
、
神
経
事
象
と
経
験
と
の
間
の
時
間
的
関
係
に
お
い
て
、
行
為
を
し
よ
う
と
決
定
し
た
と
思
う
瞬
間
よ
り
も
早
く
無
意
識
に

意
志
決
定
を
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
（
リ
ベ
ッ
ト
二
〇
二
一
＝
二
〇
〇
四
：
ⅳ
）。

こ
れ
に
よ
っ
て
脳
科
学
や
認
知
科
学
を
は
じ
め
、
意
識
の
科
学
や
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
、
生
成
Ａ
Ｉ
技
術
な
ど
が
急
発
展
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
前
野
理
論
に
従
え
ば
、「
意
識
」
と
は
「
何
ら
意
思
決
定
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
無
意
識
的
に
決
定
さ
れ
た

結
果
に
追
従
し
、
疑
似
体
験
し
、
そ
の
結
果
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
に
流
し
込
む
た
め
の
装
置
に
過
ぎ
な
い
」（
前
野
二
〇
一
一
＝

二
〇
〇
七
：
一
六
）。
前
野
に
対
す
る
批
判
は
あ
る
も
の
の
（
筆
者
は
こ
れ
を
支
持
す
る
が
）、
人
間
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
ラ
イ
フ
ロ
グ
の
よ

う
に
、
す
べ
て
の
経
験
を
記
憶
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
時
間
的
に
直
線
的
で
一
系
的
な
「
語
り
」
に
直
し
て
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
と

す
る
の
だ
。
刺
激
に
反
応
し
意
味
記
憶
に
従
っ
て
生
き
て
い
る
だ
け
で
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
の
な
い
昆
虫
と
は
違
い
、
私
た
ち
に
は
経

験
や
知
識
を
蓄
積
し
て
ゆ
く
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
未
来
を
予
測
で
き
る
高
度
な
判
断
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
無
意
識
こ
そ
、
む
し
ろ
社
会
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
文
化
や
意
識
の
外
部
性
を
根
幹
と
す
る
柳
田
の
認
識
は
、

こ
う
し
た
理
論
と
極
め
て
親
和
的
な
の
で
あ
る
。
紙
幅
も
尽
き
た
の
で
「
受
動
主
体
性
仮
説
」
の
詳
細
は
、
別
稿（

22
）に

記
し
た
の
で
、

こ
こ
で
は
頭
出
し
の
み
に
し
て
お
く
が
、
本
稿
で
は
意
識
／
無
意
識
を
心
理
学
主
義
に
陥
ら
ず
説
明
を
試
み
た
。
日
本
の
民
俗
学
で

も
、
最
近
、
若
手
研
究
者
を
中
心
に
「
無
意
識
」「
感
情
」「
心
」「
心
意
現
象
」
と
い
っ
た
概
念
の
再
考
が
進
め
ら
れ
始
め
て
き
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
流
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
分
析
と
は
距
離
を
置
く
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
レ
ー
マ
ン
の
「
意
識
分
析
」
も
（
レ
ー
マ
ン

二
〇
二
〇
ａ
：
一
五
四
）、
よ
く
読
む
と
、
最
先
端
の
脳
科
学
理
論
を
踏
ま
え
て
お
り
（
レ
ー
マ
ン
二
〇
二
〇
ｂ
：
四
六
）、
行
動
を
正
当

化
す
る
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
だ
と
い
う
議
論
を
し
て
い
る
。
筆
者
も
以
前
主
張
し
た
「
方
法
と
し
て
の
記
憶
」
や
「
文
化
の
受
容
構
造
論
」

な
ど
と
も
絡
ん
で
お
り
、
よ
り
論
議
を
深
め
て
ゆ
き
た
い
。

注（
1
）
柳
田
國
男
の
「
主
体
」
理
解
に
関
し
て
は
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ル
シ
ー
ニ
ュ
に
一
連
の
研
究
が
あ
る
が
、
そ
の
主
体
（
性
）
は
、
ほ
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ぼ
住
民
の
主
観
性
と
等
号
的
で
（
例
え
ば
ル
シ
ー
ニ
ュ
二
〇
二
三
）、
フ
ー
コ
ー
的
な
意
味
合
い
は
含
ま
れ
て
い
な
い
（
フ
ー
コ
ー
二
〇
二
〇
＝

一
九
七
五
な
ど
）。
た
だ
し
、
彼
が
「
柳
田
民
俗
学
に
お
け
る
主
観
性
と
客
観
性
の
相
互
調
整
的
な
組
み
合
わ
せ
の
目
的
が
、
日
本
人
の

主
体
性
の
要
請
で
あ
っ
た
」
と
い
う
と
き
（
ル
シ
ー
ニ
ュ
：
二
〇
一
四
：
一
六
七
）、
本
稿
で
い
う
「
選
択
」
や
「
判
断
力
」
の
議
論
と
重
な

り
合
っ
て
く
る
。

（
2
）
民
俗
学
の
複
数
性
と
は
、
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
。
例
え
ば
、
佐
藤
健
二
（
二
〇
一
一
：
三
二
）
や
門
田
岳
久
（
二
〇
二
一
：

二
五
二
～
三
）、
島
村
恭
則
（
二
〇
二
二
）
な
ど
で
も
用
い
ら
れ
る
複
数
性
は
、
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
研
究
主
体
に
よ
っ
て
方
法

が
多
様
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
用
い
る
多
面
性
と
は
、
学
自
体
の
特
性
が
多
彩
に
開
い
て
い
る
点
に
着
目
し
て
い
る
。

（
3
）
「
綜
観
」
に
つ
い
て
は
か
つ
て
拙
稿
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
（
岩
本
一
九
九
〇
）。

（
4
）
同
じ
「
日
本
民
俗
講
座
」
に
は
、
日
本
の
人
に
よ
っ
て
意
味
の
異
な
る
「
民
俗
学
」
と
は
違
い
、
フ
ォ
ク
ロ
ア
は
「
ど
こ
迄
行
っ
て

も
観
察
と
実
験
の
学
」（
㉟
二
〇
七
）
と
述
べ
、「
現
在
の
状
態
で
は
尚
物
好
の
道
楽
と
い
ふ
域
を
脱
し
て
い
な
い
。
学
問
は
是
非
共
普
遍

的
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」（
㉟
一
八
一
）
と
も
論
じ
て
い
る
。

（
5
）
柳
田
の
公
民
教
育
に
関
し
て
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
教
育
学
の
分
野
で
着
目
さ
れ
て
き
た
（
例
え
ば
溜
池
一
九
九
二
な
ど
）。

（
6
）
こ
れ
に
関
し
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

（
7
）
同
じ
疑
問
は
白
土
悟
も
発
し
て
い
る
（
白
土
一
九
八
二
：
一
一
）。

（
8
）
井
之
口
章
次
「『
民
俗
学
辞
典
』
の
執
筆
者
一
覧
（
上
）」『
民
間
伝
承
』
四
五
巻
二
号
、
六
人
社
、
一
九
八
一
年
に
よ
る
。

（
9
）
こ
の
辺
り
の
事
情
、
特
に
民
俗
学
と
い
う
訳
語
に
関
し
て
は
、
拙
稿
（
岩
本
二
〇
二
一
）
参
照
の
こ
と
。
ま
た
日
本
で
も
一
九
五
〇
年

代
に
起
っ
た
研
究
対
象
が
民
俗
か
常
民
か
の
論
争
に
も
、
そ
の
萌
芽
が
認
め
ら
れ
る
。

（
10
）
ほ
か
に
も
例
え
ば
「
日
本
の
民
俗
学
が
、
他
の
国
々
の
真
似
を
し
て
は
な
ら
ぬ
理
由
、
全
体
に
ど
の
国
に
も
国
と
し
て
の
特
徴
は
有

る
の
だ
が
、
日
本
は
殊
に
そ
れ
が
多
い
」（
㉛
三
八
五
）
と
論
じ
て
い
る
。

（
11
）
た
だ
し
、
ア
ラ
ン
・
ダ
ン
デ
ス
の
娘
、
ア
リ
ソ
ン
・
ダ
ン
デ
ス
・
レ
ン
テ
ル
ン
は
、
法
学
者
の
立
場
か
ら
、
法
民
俗
学
的
に
日
本
の

親
子
心
中
を
事
例
に
あ
げ
て
い
る
（D

andes 2012

）。

（
12
）
大
月
松
二
に
よ
る
談
話
記
録
「
柳
田
国
男
聴
書
」
に
は
、「
朝
日
新
聞
の
世
相
史
に
色
彩
の
こ
と
を
か
い
た
」
と
あ
る
が
（
㉟
二
九
四
）、
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大
月
の
字
句
選
択
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
省
い
た
。
ま
た
対
談
に
お
い
て
は
、
文
部
省
社
会
科
関
係
者
と
の
「
社
会
科
の
諸

問
題
」（
一
九
四
九
年
）
の
中
で
、
米
食
の
歴
史
に
つ
い
て
と
の
問
い
に
「
そ
の
事
に
つ
い
て
、
私
は
放
送
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
世

相
史
に
も
書
き
ま
し
た
」
と
答
え
て
い
る
（
長
浜
功
編
『
柳
田
国
男
教
育
論
集
』
新
泉
社
、
一
九
八
三
年
、
一
六
一
頁
）。

（
13
）
『
故
郷
七
十
年
』
の
こ
の
箇
所
に
続
く
柳
田
の
「
文
化
の
外
部
性
」
的
理
解
が
、
の
じ
ぎ
く
文
庫
版
や
朝
日
選
書
版
で
は
校
訂
者
に

よ
っ
て
本
質
主
義
的
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
今
回
、
柳
田
文
庫
で
の
探
索
で
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
陳
列
展
示
を
見
た
柳
田

が
「
は
じ
め
て
イ
タ
リ
ア
だ
け
が
と
く
に
聖
母
マ
リ
ア
を
大
切
に
す
る
理
由
が
歴
史
的
に
外
部
か
ら
の
も
の
で
あ
る
ら
し
い
と
い
ふ
こ

と
を
考
へ
さ
せ
ら
れ
た
」（
定
本
別
巻
③
三
九
四
）
と
綴
っ
た
も
の
が
、「
聖
母
マ
リ
ア
の
信
仰
は
、
遠
く
キ
リ
ス
ト
教
以
前
か
ら
受
け
つ

が
れ
き
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
は
じ
め
て
わ
か
っ
た
」（
㉑
二
〇
一
）
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

（
14
）
心
中
文
学
と
は
、
元
禄
期
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
に
、
近
松
門
左
衛
門
が
執
筆
し
た
「
曽
根
崎
心
中
」
や
「
心
中
天
網
島
」
な
ど

の
こ
と
で
、
基
本
的
に
「
情
理
の
葛
藤
」（
自
然
と
社
会
の
衝
突
、
感
情
と
掟
の
軋
轢
）
を
描
い
た
物
語
。
殉
死
以
外
に
も
「
共
に
死
ぬ
こ
と
」

自
体
が
美
化
さ
れ
る
現
象
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
仕
掛
け
と
し
て
柳
田
は
挿
入
し
た
か
。

（
15
）
例
え
ば
親
子
心
中
は
、
皆
が
み
な
心
中
を
選
択
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
極
め
て
少
数
者
の
選
択
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う

し
た
選
択
を
選
択
肢
と
し
て
選
ば
せ
る
歴
史
的
文
化
的
蓄
積
が
、
こ
れ
を
も
た
ら
し
、
引
き
起
こ
す
の
で
あ
っ
て
、
情
報
のN

eural 
N

etw
ork

的
伝
達
で
捉
え
な
い
と
理
解
が
滞
る
。

（
16
）
こ
れ
に
関
し
て
は
「
い
わ
ゆ
る
都
市
民
俗
学
と
『
世
相
篇
』」
と
題
し
、『
現
在
学
研
究
』
一
六
号
に
掲
載
す
る
予
定
。

（
17
）
な
お
、
柳
田
の
長
男
為
正
は
、
一
九
三
六
年
の
講
演
旅
行
の
際
の
回
顧
に
「
平
山
氏
や
小
生
を
相
手
に
か
れ
の
科
学
論
を
み
ず
か
ら

確
か
め
る
か
の
ご
と
く
一
席
述
懐
し
た
…
フ
ラ
ン
ス
流
―
―
ア
ン
リ
・
ポ
ア
ン
カ
レ
あ
た
り
の
流
れ
を
く
む
所
説
と
覚
え
た
。
観
察
（
こ

れ
を
父
は
「
実
験
」
と
い
う
の
が
常
だ
っ
た
）
さ
れ
た
事
実
に
基
づ
く
帰
納
を
…
熱
っ
ぽ
く
説
く
そ
の
晩
の
父
は
、
い
さ
さ
か
物
珍
し
か
っ

た
」（「
は
じ
が
き
―
―
各
所
講
演
同
行
の
記
」
柳
田
・
千
葉
・
藤
井
編
一
九
八
七
：
ⅻ
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
18
）
サ
ガ
（saga

）
は
、
主
に
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
成
立
し
た
古
ノ
ル
ド
語
に
よ
る
散
文
作
品
群
の
総
称
。
出
来
事
を
素
材
に
し
た
も
の

が
多
く
、
約
二
〇
〇
点
が
現
代
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

（
19
）
こ
こ
で
い
う
「
偉
大
」
と
は
、
藤
井
隆
至
に
よ
れ
ば
、「
人
間
苦
」
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
人
間
の
側
の
主
体
的
な
生
き
方
に
共
感
し
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て
の
こ
と
だ
と
す
る
（
藤
井
一
九
九
五
：
二
四
一
）。

（
20
）
鶴
見
太
郎
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
見
類
似
し
た
テ
ー
マ
を
掲
げ
な
が
ら
も
、
柳
田
に
は
ユ
ン
グ
の
影
響
や
、
そ
の
形
跡
は
見
て
取

れ
な
い
（
鶴
見
二
〇
二
三
：
一
九
）。

（
21
）N

eural N
etw

ork

と
は
、
人
間
の
脳
内
に
あ
る
「
ニ
ュ
ー
ロ
ン
」
と
い
う
神
経
細
胞
を
、
人
工
ニ
ュ
ー
ロ
ン
と
い
う
数
式
で
模
倣

し
た
機
械
学
習
モ
デ
ル
の
こ
と
で
、
神
経
（
ニ
ュ
ー
ラ
ル
）
と
網
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
で
表
現
さ
れ
る
。
音
声
や
画
像
な
ど
の
複
雑
な
デ
ー

タ
パ
タ
ー
ン
を
認
識
・
学
習
で
き
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
を
支
え
る
技
術
と
な
っ
て
い
る
。

（
22
）
「
現
場
主
義
と
主
体
の
外
部
性
―
―
文
化
受
容
論
と
し
て
の
民
俗
学
に
向
け
て
」
と
題
し
て
、『
実
践
民
俗
学
研
究
』
四
六
号
に
掲
載

さ
れ
る
予
定
（
た
だ
し
、
ハ
ン
グ
ル
論
文
）。

参
考
文
献

阿
満
利
麿

一
九
九
七
「
国
民
国
家
の
形
成
と
柳
田
国
男
の
立
場
」『
明
治
学
院
論
叢. 

国
際
学
研
究
』
一
六
号

一
志
茂
樹

一
九
六
九
「
民
俗
学
と
地
方
史
研
究
」『
信
濃
』
二
一
巻
五
号
（
野
口
武
徳
・
宮
田
登
・
福
田
ア
ジ
オ
編
『
現
代
日
本
民
俗
学
Ⅰ
』
三
一

書
房
、
一
九
七
四
）

―
―
―
―

一
九
七
五
「『
北
安
曇
郡
郷
土
誌
稿
』
年
中
行
事
編
第
一
冊
の
刊
行
を
か
へ
り
み
て
」『
日
本
民
俗
誌
大
系
月
報
』
第
七
号
、
角

川
書
店

伊
藤
純
郎

二
〇
〇
四
『
柳
田
国
男
と
信
州
地
方
史
―
―「
白
足
袋
史
学
」
と
「
わ
ら
じ
史
学
」』
刀
水
書
房

岩
本
通
弥

一
九
九
〇
「
柳
田
国
男
の
「
方
法
」
に
つ
い
て
―
―
綜
観
・
内
省
・
了
解
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
七
集

―
―
―
―

一
九
九
八
ａ
「
民
俗
・
風
俗
・
殊
俗
―
―
都
市
文
明
史
と
し
て
の
『
一
国
民
俗
学
』」
宮
田
登
編
『
民
俗
の
思
想
（
現
代
民
俗
学

の
視
点
）』
朝
倉
書
店

―
―
―
―

一
九
九
八
ｂ
「『
民
俗
』
を
対
象
と
す
る
か
ら
民
俗
学
な
の
か
―
―
な
ぜ
民
俗
学
は
『
近
代
』
を
扱
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
」『
日
本
民
俗
学
』
二
一
五
号

―
―
―
―

一
九
九
九
「『
節
用
禍
』
と
し
て
の
民
俗
学
―
―『
珍
聞
奇
談
』
を
も
て
あ
そ
ぶ
」『
柳
田
國
男
全
集
一
七
巻
』
月
報
一
七
、
筑
摩
書
房
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―
―
―
―

二
〇
〇
二
「
世
相
」
小
松
和
彦
・
関
一
敏
編
『
新
し
い
民
俗
学
へ
―
―
野
の
学
問
の
た
め
の
レ
ッ
ス
ン
』
せ
り
か
書
房

―
―
―
―

二
〇
〇
六
「
戦
後
民
俗
学
の
認
識
論
的
変
質
と
基
層
文
化
論
―
―
柳
田
葬
制
論
の
解
釈
を
事
例
に
し
て
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
研
究
報
告
』
一
三
二
集

―
―
―
―

二
〇
一
八
「
珍
奇
な
る
も
の
か
ら
平
凡
な
も
の
へ
―
―
柳
田
國
男
に
お
け
る
民
俗
学
と
民
族
学
の
位
相
」『
超
域
文
化
科
学
紀

要
』
二
三
号

―
―
―
―

二
〇
二
一
「『
民
俗
』
概
念
考
―
―
柳
田
國
男
が
一
国
民
俗
学
を
唱
え
る
と
き
」『
超
域
文
化
科
学
紀
要
』
二
五
号

―
―
―
―

二
〇
二
三
「「
日
常
学
と
し
て
の
民
俗
学
」
と
い
う
問
い
―
―
東
ア
ジ
ア
の
「
協
働
」
で
見
え
て
き
た
こ
と
」『
日
常
と
文
化
』

一
一
号

―
―
―
―

二
〇
二
四
「「
仕
来
り
と
行
掛
り
」
の
民
俗
学
―
―
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
の
『
世
相
篇
』」『
日
常
と
文
化
』

一
二
号

上
野
和
男
・
高
桑
守
史
・
福
田
ア
ジ
オ
・
宮
田
登
編

一
九
七
四
『
民
俗
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
吉
川
弘
文
館

梅
棹
忠
夫

一
九
七
一
「
考
現
学
と
世
相
史
（
上
）―
―
現
代
史
研
究
へ
の
人
類
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」『
季
刊
人
類
学
』
二
巻
一
号
、
小
学
館

及
川
祥
平

二
〇
二
三
『
心
霊
ス
ポ
ッ
ト
考
―
―
現
代
に
お
け
る
怪
異
譚
の
実
態
』
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ

―
―
―
―

二
〇
二
四
「
自
己
・
世
相
・
日
常
―
―
現
在
を
史
学
す
る
視
点
」『
現
代
思
想
』
五
二
巻
六
号
、
二
〇
二
四
年
五
月
号
（
特
集
：

民
俗
学
の
現
在
）、
青
土
社

大
塚
英
志

二
〇
〇
七
ａ
『
公
民
の
民
俗
学
』
作
品
社

―
―
―
―

二
〇
〇
七
ｂ
『
怪
談
前
後
―
―
柳
田
民
俗
学
と
自
然
主
義
』
角
川
選
書

―
―
―
―

二
〇
一
三
「
山
人
双
極
論
―
―
柳
田
國
男
に
お
け
る
ロ
マ
ン
主
義
と
社
会
政
策
論
」『
ａ
ｔ
プ
ラ
ス
』
一
八
号
、
太
田
出
版

大
場
高
志

二
〇
一
四
「
神
田
乃
武
文
庫
に
つ
い
て
」『
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
年
報
』
二
号

岡
安
裕
介

二
〇
二
〇
『
言
語
伝
承
と
無
意
識
―
―
精
神
分
析
と
し
て
の
民
俗
学
』
洛
北
出
版

加
藤
秀
俊

二
〇
一
八
『
加
藤
秀
俊
著
作
集
三
世
相
史
』
中
央
公
論
社

門
田
岳
久

二
〇
二
一
「
複
数
の
民
俗
学
」
岩
本
通
弥
・
門
田
岳
久
・
及
川
祥
平
・
田
村
和
彦
・
川
松
あ
か
り
編
『
民
俗
学
の
思
考
法
』
慶
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應
義
塾
大
学
出
版
会

川
端
豊
彦

一
九
六
九
「
訳
者
序
」
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
デ
ィ
ー
ナ
ー
『
ド
イ
ツ
民
俗
学
入
門
』
弘
文
堂
（
再
版
）

菊
地
暁

二
〇
二
二
『
民
俗
学
入
門
』
岩
波
新
書

ギ
デ
ン
ズ
，
ア
ン
ソ
ニ
ー

二
〇
二
一
＝
一
九
九
一
『
モ
ダ
ニ
テ
ィ
と
自
己
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
―
―
後
期
近
代
に
お
け
る
自
己
と
社
会
』

ち
く
ま
学
芸
文
庫
（
秋
吉
美
都
・
安
藤
太
郎
。
筒
井
淳
也
訳
）

木
村
敏

一
九
九
四
『
心
の
病
理
を
考
え
る
』
岩
波
新
書

小
坂
井
敏
晶

二
〇
〇
八
『
責
任
と
い
う
虚
構
』
東
京
大
学
出
版
会

―
―
―
―

二
〇
一
三
『
社
会
心
理
学
講
義
―
―〈
閉
じ
ら
れ
た
社
会
〉
と
〈
開
か
れ
た
社
会
〉』
筑
摩
書
房

坂
井
洲
二

一
九
八
二
『
ド
イ
ツ
民
俗
紀
行
』
法
政
大
学
出
版
局

佐
藤
健
二

二
〇
〇
一
『
歴
史
社
会
学
の
作
法
―
―
戦
後
社
会
科
学
批
判
』
岩
波
書
店
一
一
七

―
―
―
―

二
〇
一
一
「
近
代
日
本
民
俗
学
史
の
構
築
に
つ
い
て
／
覚
書
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
六
五
号

―
―
―
―

二
〇
二
三
「
解
説
」
柳
田
国
男
『
明
治
大
正
史
世
相
篇
』
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
（
佐
藤
健
二
校
注
）

島
村
恭
則

二
〇
一
八
「
社
会
変
動
・
生
世
界
・
民
俗
」『
日
常
と
文
化
』
六
号

―
―
―
―

二
〇
二
一
ａ
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
と
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
―
―
民
俗
学
的
視
角
と
は
何
か
」『
日
常
と
文
化
』
九
号

―
―
―
―

二
〇
二
一
ｂ
『
み
ん
な
の
民
俗
学
―
―
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
っ
て
な
ん
だ
？
』
平
凡
社

―
―
―
―

二
〇
二
二
「
ジ
ェ
シ
ー
・
フ
ァ
イ
ブ
コ
ー
ト
ほ
か
『
民
俗
学
の
前
進
』」『
現
代
思
想
』
二
〇
二
二
年
一
月
号

白
土
悟

一
九
八
二
「
修
養
の
学
と
し
て
の
民
俗
学
一
柳
田
国
男
の
文
化
に
対
す
る
概
念
に
つ
い
て
」『
九
州
人
類
学
会
報
』
九
／
一
〇
号

菅
豊

二
〇
一
〇
「
ア
メ
リ
カ
民
俗
学
の
現
状
と
課
題
―
―
公
共
民
俗
学
（Pubulic Folklore

）
を
中
心
に
」『
日
本
民
俗
学
』
二
六
三
号

―
―
―
―

二
〇
二
四
「
結
節
点
と
し
て
の
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
概
念
―
―
文
化
人
類
学
と
民
俗
学
の
対
話
可
能
性
に
向
け
た
一
試
論
」『
人
文

学
報
』
No.
五
二
〇

－

二
（
社
会
人
類
学
教
室
一
七
）
東
京
都
立
大
学
人
文
科
学
研
究
科

ゾ
ラ
，
エ
ミ
ー
ル

一
九
七
〇
『
新
潮
世
界
文
学
二
一
ゾ
ラ
』
新
潮
社
（
古
賀
照
一
・
川
口
篤
訳
）

田
村
和
彦

二
〇
二
四
「
中
国
語
訳
『
世
相
篇
』
か
ら
み
た
翻
訳
困
難
さ
に
関
す
る
一
試
論
―
―
翻
訳
書
表
題
の
語
彙
を
手
掛
か
り
と
し
て
」
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『
日
常
と
文
化
』
一
二
号

溜
池
善
裕

一
九
九
二
「
柳
田
国
男
の
郷
土
研
究
に
お
け
る
「
公
民
」
の
意
義
―
―
戦
後
の
社
会
科
教
育
論
へ
の
萌
芽
の
観
点
か
」『
社
会
科

教
育
研
究
』
六
六
号

田
山
花
袋

一
九
五
二
『
蒲
団
・
重
右
衛
門
の
最
後
』
新
潮
文
庫

千
葉
徳
爾

一
九
七
八
『
民
俗
学
の
こ
こ
ろ
』
弘
文
堂

坪
井
正
五
郎

一
八
八
九
「
パ
リ
―
―
通
信
」『
東
京
人
類
学
雑
誌
』
四
六
号

―
―
―
―

一
八
九
〇
「
ロ
ン
ド
ン
通
信
」『
東
京
人
類
学
雑
誌
』
五
〇
号

鶴
見
太
郎

二
〇
二
三
『
日
本
人
の
実
像
を
求
め
て
旅
し
た
民
俗
学
の
祖
「
柳
田
国
男
」』
国
際
高
等
研
究
所

平
山
和
彦

一
九
六
七
「
民
俗
学
と
近
代
史
」『
史
潮
』
一
〇
〇
号

福
田
ア
ジ
オ
ほ
か
編

一
九
九
九
～
二
〇
〇
〇
『
日
本
民
俗
大
辞
典
（
上
・
下
）』
吉
川
弘
文
館

フ
ー
コ
ー
，
ミ
シ
ェ
ル

二
〇
二
〇
＝
一
九
七
五
『
監
獄
の
誕
生
〈
新
装
版
〉―
―
監
視
と
処
罰
』
新
潮
社
（
田
村
俶
訳
）

―
―
―
―

一
九
七
四
＝
一
九
六
六
『
言
葉
と
物
―
―
人
文
科
学
の
考
古
学
』
新
潮
社
（
渡
辺
一
民
・
佐
々
木
明
訳
）

藤
井
隆
至

一
九
九
五
『
柳
田
國
男
経
世
済
民
の
学
―
―
経
済
・
倫
理
・
教
育
』
名
古
屋
大
学
出
版
会

藤
田
弘
夫

二
〇
〇
九
「
三
田
社
会
学
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
―
―
慶
應
社
会
学
の
起
源
・
形
成
・
展
開
」『
三
田
社
会
学
』
一
四
号

前
野
隆
司

二
〇
一
〇=

二
〇
〇
四
『
脳
は
な
ぜ
「
心
」
を
作
っ
た
の
か
―
―「
私
」
の
謎
を
解
く
受
動
意
識
仮
説
』
ち
く
ま
文
庫

―
―
―
―

二
〇
一
一
＝
二
〇
〇
七
『
錯
覚
す
る
脳
―
―「
お
い
し
い
」
も
「
痛
い
」
も
幻
想
だ
っ
た
』
ち
く
ま
文
庫

―
―
―
―

二
〇
〇
七
『
脳
の
中
の
「
私
」
は
な
ぜ
見
つ
か
ら
な
い
の
か
？
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
研
究
者
が
見
た
脳
と
心
の
思
想
史
』
技
術
評
論

社

南
方
熊
楠

一
九
一
一
「
西
暦
九
世
紀
の
支
那
書
に
載
た
る
『
シ
ン
ダ
レ
ラ
』
物
語
」『
東
京
人
類
学
雑
誌
』
三
〇
〇
号

室
井
康
成

二
〇
〇
九
「「
常
民
」
か
ら
「
公
民
」
へ
―
―〈
政
治
改
良
論
〉
と
し
て
の
柳
田
民
俗
学
」
小
池
淳
一
編
『
民
俗
学
的
想
像
力
（
歴

博
フ
ォ
ー
ラ
ム
）』
せ
り
か
書
房

柳
田
為
正
・
千
葉
徳
爾
・
藤
井
隆
至
編

一
九
八
七
『
柳
田
国
男
談
話
稿
』
法
政
大
学
出
版
局
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山
下
重
一

一
九
九
一
「
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
ス
ペ
ン
サ
ー
―
―「
世
態
開
進
論
」（
一
八
八
〇
）
の
検
討
」『
英
学
史
研
究
』
二
四
号

リ
ベ
ッ
ト
，
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

二
〇
二
一
＝
二
〇
〇
四
『
マ
イ
ン
ド
・
タ
イ
ム
―
―
脳
と
意
識
の
時
間
』
岩
波
現
代
文
庫
（
下
條
信
輔
・
安
納

令
奈
訳
）

ル
シ
ー
ニ
ュ
，
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

二
〇
一
四
「
不
合
理
を
通
し
て
の
柳
田
国
男
の
知
的
革
新
―
―
主
体
と
学
問
に
つ
い
て
の
科
学
認
識
論
的

考
察
」
柳
田
国
男
研
究
会
編
『
柳
田
国
男
の
学
問
は
変
革
の
思
想
た
り
う
る
か
―
―
柳
田
国
男
研
究
⑦
』
梟
社

―
―
―
―

二
〇
二
三
「
柳
田
國
男
の
主
体
化
論
―
―
総
合
民
俗
学
の
提
唱
」『
比
較
民
俗
研
究
』
三
七
号

レ
ー
マ
ン
，
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト

二
〇
〇
五
＝
一
九
九
九
『
森
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
―
―
ド
イ
ツ
人
の
自
然
観
と
森
林
文
化
』
法
政
大
学
出
版
局

（
識
名
章
喜
・
大
淵
知
直
訳
）

―
―
―
―

二
〇
二
〇
ａ
「
気
分
と
雰
囲
気
―
―
意
識
分
析
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
記
憶
と
語
り
に
及
ぼ
す
影
響
」
内
藤
文
子
訳
、
岩

本
通
弥
編
『
方
法
と
し
て
の
〈
語
り
〉―
―
民
俗
学
を
こ
え
て
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

―
―
―
―

二
〇
二
〇
ｂ
「
民
俗
学
の
方
法
と
し
て
の
意
識
分
析
」
及
川
祥
平
訳
、
岩
本
通
弥
編
『
方
法
と
し
て
の
〈
語
り
〉―
―
民
俗
学
を

こ
え
て
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

和
歌
森
太
郎

一
九
五
八
『
日
本
風
俗
史
（
下
）』
有
斐
閣

―
―
―
―
編

一
九
七
〇
『
流
行
世
相
近
代
史
―
―
流
行
と
世
相
』
雄
山
閣
出
版

渡
辺
正
峰

二
〇
二
一
「
意
識
と
自
由
意
志
―
―
量
子
論
揺
ら
ぎ
に
よ
る
長
期
利
得
最
大
化
と
意
識
・
無
意
識
の
表
裏
一
体
性
の
観
点
か
ら
」

『
現
代
思
想
』
四
九
巻
九
号
（
特
集
：
自
由
意
志
―
―
脳
と
心
の
ア
ポ
リ
ア
）、
青
土
社
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代
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愛
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集
』
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刊
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八
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年
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白
佐
立

二
〇
二
四
「『
明
治
大
正
史
世
相
篇
』
注
释
计
划
说
明
及
中
文
试
译
」『
日
常
と
文
化
』
一
二
号

李
永
晶

二
〇
一
六
「
柳
田
国
男
的
世
相
史
―
―
日
本
版
“
文
明
的
进
程
”」『
东
方
早
报
・
上
海
书
评
』
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
三
日
付

（https: /
/w

w
w

.sohu.com
/a
/117153001 _467440

）

이
와
모
토

미
치
야

二
〇
二
〇
「
동
아
시
아

민
속
학
의

재
정
립
―
―
‘
일
상
학
으
로
서
의

민
속
학
’
으
로
」『
실
천
민
속
학
연
구
』
三
五

（
翻
訳
：
岩
本
通
弥
二
〇
二
一
「
東
ア
ジ
ア
民
俗
学
の
再
定
立
―
―〈
日
常
学
と
し
て
の
民
俗
学
へ
〉」『
日
常
と
文
化
』
九
号
）
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デ
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Ｋ
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（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）




